
じ
く
も

小さな『消防士』が大活躍
　９月12日㈯、イオン登別店で『消防・救急フェスティ
バル』が開催されました。
　子どもたちは、消火体験やミニレスキュー体験に真剣
な表情で取り組んでいました。※関連記事17ページ。
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平
成
26
年
度
の
収
入
は
209
・
２
億
円
、

支
出
は
204
・
７
億
円
で
、
収
入
と
支
出
の

差
し
引
き
で
は
、
4.5
億
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
度
の
収
入
の
う
ち
、

7.7
億
円
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
基
金

（
市
の
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
お
金
で
あ

る
た
め
、
純
粋
な
平
成
26
年
度
の
収
入
は
、

201
・
５
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
の
単
年
度
で

考
え
る
と
、
3.2
億
円
の
赤
字
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
26
年
度
の
純
粋
な
収
入

の
み
で
は
支
出
を
補
い
き
れ
ず
、
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
や
基
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
決
し
て

楽
と
は
言
え
な
い
台
所
事
情
に
あ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

平成26年度  決算の状況

　平成26年度の市の予算は、平成27年３月31日で会計年度を終了し、
未払金や未収金を整理する期間を終え、５月31日をもって、すべて
の支払いや収入を終えました。
　今号では、皆さんの税金がどのように使われたかなど、平成26年
度決算についてお知らせします。

決算の状況
平成26年度

▶問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）

一
般
会
計
と
は
、
税
金
な
ど
を
財
源
に
、
福
祉
や
教
育
な
ど

市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
一
般
会
計

平
成
26
年
度
の
台
所
事
情

4.5
億
円
の
黒
字
を
確
保

し
か
し
、
単
年
度
で
は
3.2
億
円
の
赤
字

平成26年度決算の状況

平成26年度単年度で考えると…

※黒字額4.5億円には、翌年度繰越事業の財源0.1億円を含む。

220.0

210.0

200.0

190.0

180.0

220.0

210.0

200.0

190.0

180.0

収入 支出

収入 支出

209.2億円 204.7億円

4.5億円

3.2億円

前年度繰越金など
7.7億円

201.5億円 204.7億円

➡
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　特
別
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

保
険
料
や
使
用
料
を
財
源
に
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
、
学
校
給
食
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

平成26年度  決算の状況

■
特
別
会
計

全
て
の
会
計
で

黒
字
を
確
保

■
収
入
の
状
況

(億円)

会 計

歳 入

歳 出

収 支

６６．４

国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉
スキー場事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

６５．４

１．０

３．５

３．５

０．０

０．３

０．３

０．０

３２．９

３２．３

０．６

１．１

１．１

０．０

７．０

７．０

０．０

【民生費】臨時福祉給付金の給付経費など各社
会保障費の増により、昨年度に比べ３億円（
　4.6㌫）の増
【教育費】小学校の建替事業費の増などにより、
昨年度に比べ4.7億円（39.1㌫）の増

ポイント

●総務費：市の全般的な管理などの経費や戸籍、
統計業務などに使われたお金

●民生費：お年寄りや子どもなどの福祉のために
使われたお金

●土木費：道路や公共施設などの整備や維持に使
われたお金

●教育費：児童・生徒の教育や学校・保健体育施
設の運営などに使われたお金

●公債費：道路や公共施設などを整備するために
借り入れた借金を返済するためのお金

●給与費：職員に給料やボーナス、退職手当など
を支払うためのお金

【地方交付税】ごみ処理施設建設時の借金返済
が終わったことなどにより、昨年度に比べ2.
　 5 億円（4.3㌫）の減
【国・道支出金】小学校建替事業の国庫支出金
の増などにより、昨年度に比べ3.9億円（9.
　 8 ㌫）の増
【市債】土地開発公社解散事業の終了などによ
り、昨年度に比べ22.3億円（45.5㌫）の減

ポイント

●市税：市民の皆さんから納入していただいた税金
●地方交付税：市町村の規模や税収に応じて国から
交付されたお金

●国・道支出金：特定の事業に使うため国や北海道
から交付されたお金

●市債：道路や公共施設などを整備するため国や銀
行から借り入れた借金

■
支
出
の
状
況

平
成
26
年
度
の
収
入
額
は
、

昨
年
度
に
比
べ
14
・
９
億
円
減

の
209
・
２
億
円

平
成
26
年
度
の
支
出
額
は
、

昨
年
度
に
比
べ
12
・
７
億
円
減

の
204
・
７
億
円

民生費
68.5億円
33.5％

市税
51.7億円
24.7％

土木費
18.9億円
9.2％

地方交付税
56.4億円
27.0％

国·道支出金
43.7億円
20.9％

その他
30.6億円
14.6％

市債
26.8億円
12.8％

教育費
16.7億円
8.2％

公債費
29.0億円
14.2％

給与費
37.5億円
18.3％

その他
20.9億円
10.2％

総務費
13.2億円
6.4％

支出
204.7億円
前年度比

12.7億円(5.9%)減

収入
209.2億円
前年度比

14.9億円(6.6%)減



一般会計

※公共下水道事業特別会計分は、
　平成26年度から公営企業会計へ
　移行したため除く。

特別会計（学校給食事業、簡易水道事業）

借金残高の推移

230.1億円

241.6億円
250.0

240.0

230.0

220.0

210.0

200.0

224.7億円

246.6億円
247.6億円

基金残高の推移

14

12

10

8

6

4

2

0
平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

12.0
億円 10.9

億円
11.1
億円

12.5
億円 11.5

億円

財政調整基金
備荒資金組合超過納付金

減債基金の一部

210.0

205.0

200.0

195.0

190.0

185.0

180.0

175.0

170.0
収入 支出

196.2億円 202.2億円

平成27年度予算の状況

財源不足額
6.0億円

基金などの
取り崩しで補塡

ほ てん
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市
で
は
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
将
来

に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
施
設

を
整
備
す
る
と
き
に
は
、
国
や
銀
行
か
ら

長
期
間
で
返
済
す
る
資
金
を
借
り
入
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
市
の
借
金
に
あ
た
り
ま

す
。

　
市
の
借
金
残
高
は
、
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
の
た
め
に
4.5
億
円
の
借
り
入
れ
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
末
に

比
べ
て
、
１
億
円
増
加
し
、
過
去
５
年
に

お
い
て
最
も
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
の
借
金
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
全
会
計
で
29
億
円
に
上
り
、

市
の
支
出
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
予
算
（
一
般
会
計
）
で

は
、
202
・
２
億
円
の
支
出
に
対
し
て
、
196

・
２
億
円
の
収
入
し
か
見
込
め
ず
、
６
億

円
の
収
支
不
足
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
収
支
不
足
に
つ
い
て
は
、
全
額
を

基
金
の
取
り
崩
し
で
補
塡
す
る
予
定
で
、

今
後
、
財
政
が
好
転
せ
ず
、
収
支
不
足
が

解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
平
成
27
年
度

末
の
基
金
の
残
高
は
5.5
億
円
ま
で
減
少
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
平

成
27
年
度
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

少
し
で
も
収
支
不
足
額
を
少
な
く
し
、
基

金
を
取
り
崩
さ
な
く
て
済
む
よ
う
、
適
切

に
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

無
駄
な
支
出
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね

る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
よ
り
社
会
保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
や
、
小
・
中
学
校
や
総
合
体
育

館
な
ど
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
整
備

に
多
く
の
お
金
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

市
の
台
所
事
情
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況

が
続
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
し
て

い
た
だ
く
税
金
は
、
人
口
の
減
少
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
大
き
く
増
や
す

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
財

政
状
況
に
よ
っ
て
は
大
き
く
減
る
場
合
が

あ
り
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
っ
そ
う

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
性
を

常
に
検
証
し
改
善
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
不
要
と
な
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
万
一
の
と
き
の
備
え
や
特
別

な
用
途
に
使
う
こ
と
を
目
的
に
、
17
の
基

金
な
ど
に
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
台
所
事
情
が
苦
し
い
と
き

な
ど
に
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
基
金

な
ど
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の

一
部
、
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超

過
納
付
金
の
３
種
類
で
、
市
が
も
し
も
の

と
き
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
預
金
に
あ
た

り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
末
の
こ
れ
ら
預
金
の
残
高

は
、
合
計
で
11
・
5
億
円
と
な
り
、
昨
年

度
末
の
残
高
に
比
べ
て
1
億
円
減
少
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
厳
し
い
台
所
事
情
の
中
、

収
入
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め
で
す
。

平成26年度  決算の状況

市
の
借
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

残
高
は
昨
年
度
に
比
べ
増
加
、
返
済
額
は
減
少

市
に
は
基
金
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
基
金
は

昨
年
度
に
比
べ
１
億
円
減
少

こ
れ
か
ら
の
市
の
台
所
事
情

平
成
27
年
度
予
算
で
は
６
億
円
の
財
源
不
足

ほ
て
ん

健全化判断比率

②連結実質赤字比率『比率なし』

③実質公債費比率『15.7％』

④将来負担比率『104.4％』

①実質赤字比率『比率なし』

0% 13.14% 20.00%

0% 18.14% 30.00%

健全段階
0% 25.00% 35.00%

早期健全化段階 再生段階

★

★
健全段階

0% 350.00%
早期健全化段階

水道事業会計
いずれの公営企業とも比率なし

下水道事業会計
簡易水道事業特別会計
カルルス温泉スキー場事業
特別会計 健全段階 経営健全段階

0% 20.00%

健全段階 早期健全化段階 再生段階

健全段階 早期健全化段階 再生段階

➡

登別市

➡

登別市
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平
成
26
年
度
決
算
で
は
、
健
全
化

判
断
比
率
は
全
て
の
比
率
に
お
い
て

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
早
期
健
全
化
基
準
と
は

　
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
が
、
１

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
っ

た
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
財
政
再
生
基
準
と
は

　
将
来
負
担
比
率
を
除
く
３
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
が
１
つ
で
も
財
政
再

生
基
準
を
上
回
っ
た
団
体
は
、
財
政

再
生
計
画
を
策
定
し
、
国
の
監
督
の

下
で
財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
　
『
比
率
な
し
』

　
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税
や
普

通
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め
る

一
般
会
計
な
ど
（
登
別
市
の
場
合
、

一
般
会
計
に
学
校
給
食
事
業
特
別
会

計
を
加
え
た
も
の
）
の
赤
字
額
の
割

合
で
あ
り
、
一
般
会
計
な
ど
の
赤
字

額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
か
を

示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般

会
計
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
と

も
に
赤
字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

比
率
は
『
な
し
』
と
な
り
ま
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　
『
比
率
な
し
』

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税

や
普
通
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占

め
る
す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
額
の
割

合
で
あ
り
、
市
の
赤
字
額
が
ど
れ
ほ

ど
の
規
模
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で

す
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
す
べ

て
の
会
計
で
赤
字
が
生
じ
て
い
な
い

た
め
、
比
率
は
『
な
し
』
と
な
り
ま

し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　
『
15
・
７
㌫
』

　
実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
市
税
や

普
通
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め

る
一
般
会
計
な
ど
の
公
債
費
や
公
営

企
業
の
市
債
償
還
の
た
め
に
一
般
会

計
が
負
担
し
た
額
な
ど
の
合
計
額
の

割
合
で
あ
り
、
市
の
実
質
的
な
公
債

費
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
か
を

示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
に
伴
う

公
債
費
が
減
少
し
た
も
の
の
、
一
方

で
普
通
交
付
税
な
ど
の
収
入
も
減
少

し
た
こ
と
か
ら
、
単
年
度
の
比
率
は

0.2
㌫
上
昇
し
15
・
５
㌫
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
指
標
と
し
て
用

い
ら
れ
る
３
カ
年
平
均
の
比
率
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
率
の
15
・
７

㌫
と
な
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　
『
104
・
４
㌫
』

　
将
来
負
担
比
率
と
は
、
市
税
や
普

通
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め
る

市
債
残
高
や
退
職
手
当
引
当
金
な
ど

の
市
が
将
来
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
額
の
割
合
で
あ
り
、
市
の

将
来
負
担
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
下
水

道
事
業
会
計
に
係
る
公
債
費
分
の
将

来
負
担
見
込
額
が
増
加
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
比
率
は
前
年
度
か
ら

15
・
４
㌫
上
昇
し
、
104
・
４
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

　
資
金
不
足
比
率
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
占
め
る

資
金
不
足
額
の
割
合
で
す
。

　
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
資
金

不
足
を
生
じ
た
公
営
企
業
が
な
か
っ

た
た
め
、
す
べ
て
の
公
営
企
業
で
比

率
は
『
な
し
』
と
な
り
、
経
営
健
全

化
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

○
経
営
健
全

　化
基
準
と

　は
　
資
金
不
足

比
率
が
経
営

健
全
化
基
準

を
上
回
っ
た

公
営
企
業
は
、

経
営
健
全
化

計
画
を
策
定

し
、
経
営
改

善
に
取
り
組

む
こ
と
と
な

り
ま
す
。

平成26年度健全化判断比率と資金不足比率を公表します

平
成
26
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と

　
　資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

　『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
に
基
づ
き
、

市
の
平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
『
健
全
化
判
断
比
率
』
と
『
資
金
不

足
比
率
』
を
公
表
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

資
金
不
足
比
率

▼
問
い
合
わ
せ

財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
３
３
１
）



平成26年度

国
民
健
康
保
険

　
　特
別
会
計
決
算

　
国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

を
除
く
、
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
保
険
で
す
。

　
今
号
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収入

66.4億円 65.4億円

支出

億円

66.4
65.4
64.4

平成27年度への
繰越金　１億円

収入

64.4億円 65.4億円

支出

億円

65.4
64.4

平成26年度
単年度の収入

実質赤字　１億円

6

①国民健康保険税
9.5億円
14％

②国庫支出金
14.3億円
22％

③療養給付費等交付金
4.5億円
７％

Ⓐ総務費
1.1億円
２％

Ⓕ保健事業費
0.8億円
１％

その他
0.6億円
１％

Ⓔ共同事業拠出金
7.0億円
10％

Ⓒ後期高齢者支援金等
6.6億円
10％

Ⓓ介護納付金
2.4億円
４％

Ⓑ保険給付費
46.9億円
72％

④前期高齢者交付金
21.5億円
32％

⑤道支出金
2.9億円
４％

⑥共同事業交付金
7.8億円
12％

⑦繰入金
4.8億円
７％

⑧その他
1.1億円
２％

①国民健康保険税
　…国保加入者からいただいた保険税です。
②国庫支出金
　…国からの支出金です。
③療養給付費等交付金
　…退職者医療に対する交付金です。
④前期高齢者交付金
　…医療費の不均衡を調整するための交付
　　金です。
⑤道支出金
　…北海道からの支出金です。
⑥共同事業交付金
　…高額な医療費に対する交付金です。
⑦繰入金
　…一般会計からの繰入金です。

Ⓐ総務費
　…国保会計運営に係る経費です。
Ⓑ保険給付費
　…国保加入者の医療費、高額療養費などの
　　支払いです。
Ⓒ後期高齢者支援金等
　…後期高齢者医療制度に係る支援金です。
Ⓓ介護納付金
　…介護給付への納付金です。
Ⓔ共同事業拠出金
　…高額な医療費に対する拠出金です。
Ⓕ保健事業費
　…特定健診や各種検診に関する経費です。

※各説明文中の『国保』とは、国民健康保険のことです。

◎収入と収支の内訳

収 入
億円

支 出
億円

〈平成26年度 会計決算〉〈平成26年度 会計決算〉
　平成26年度の収入は66.4億円、支出は65.4億円で、収入と支出の差し引きでは、
１億円が平成27年度へ繰り越しとなりました。
　しかし、平成26年度の収入のうち１億円が前年度からの繰越金、さらに１億円
を『国民健康保険給付費等準備基金』（以下、『国保基金』と表記）から取り崩
していますので、平成26年度の純粋な収入は、これらの２億円を除いた64.4億円
となります。
　このため、平成26年度の単年度で考えると１億円の実質赤字となります。

前年度繰越金　　　１億円
国保基金取り崩し　１億円

国民健康保険特別会計決算

平成26年度単年度で考えると

7

◎繰越金・国保基金の推移について ◎医療費と被保険者数の推移

　高齢化や医療の高度化、慢性的な疾患などにより
医療費が増加しているため、それに伴う支出（保険
給付費）も増加傾向にあり、繰越金が年々減少して
きています。
　そのため、平成22年度に積み立てた『国保基金』
は、平成27年度にほぼ使い果たす見込みとなってい
ます。

　平成23年度から、被保険者数は減少する一方です。
しかし、被保険者の医療費は平成22年度から増加の
一途をたどっています。
　被保険者からの収入が減少する方向に進んでいる
にもかかわらず、支出の大部分を占める『保険給付
費』が増加しているため、苦しい財政状況に立たさ
れています。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

41

42

43

44

45

46

47

48
億円 億円 人

●繰越金　：前年度からの繰越金
●国保基金：累積黒字を活用して基金に
　　　　　　積み立てた貯金

繰越金

平成22年度

8.5

4.1

2.7

1.5

1 1

3.5 3.5 3.5 3.5

43.2

13,094

45.0

13,133

46.6 46.7
46.9

12,416

2.5

100万
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

（見込み）

国保基金 医療費（保険給付費）

平成22年度
決算

平成23年度
決算

平成24年度
決算

平成25年度
決算

平成26年度
決算

被保険者数

12,000

12,200

12,400

12,600

12,800

13,000

13,200

13,400

12,918

12,679

国民健康保険特別会計決算

▼問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）

〈厳しい財政状況〉〈厳しい財政状況〉
　登別市の保険税率は、過去の累積黒字を活用して平成21年度から平成24年度まで計画的に税率を下げて、
平成25年度から平成27年度までは税率を据え置き、加入者の負担を軽減してきた経緯があります。
　しかし、国民健康保険加入者の減少と医療費の増加により、大変厳しい財政状況となっております。今後
についても引き続き特定健診や各種検診を推奨していき国民健康保険加入者の健康づくりに取り組み、医療
費抑制への協力をお願いするとともに、平成28年度から税率改正を進めていかなければならない状況です。



給水人口

項 目
収益的収入
営業収益
(うち給水収益)
営業外収益
特別利益

8億7,505万円
9億946万円

8億3,775万円
3,405万円
36万円

収益的支出
営業費用
営業外費用
特別損失
純 利 益

7億2,250万円
8億3,108万円

9,644万円
1,214万円
7,838万円

金 額

給水戸数

年間給水量

49,504人

22,237戸

13,028立方㍍

3,946,130立方㍍
(1日1人当たり平均218㍑)

給水の状況

収益的収支

平均配水量
（１日当たり）

項 目
資本的収入
企業債
負担金

1億1,150万円
1億2,331万円

1,035万円
国庫補助金 146万円

資本的支出
建設改良費
企業債償還金
不 足

3億233万円
5億6,656万円

2億6,423万円
4億4,325万円

金 額
資本的収支

水
道
事
業
会
計
の
概
要

収
入
と
支
出
の
概
要

8平成26年度　水道事業会計決算状況

　
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
企
業
の
経
営
成
績
、
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
計
制
度
は

企
業
会
計
方
式
を
採
っ
て
い
る
ほ
か
、
事

業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収
入

（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る
と

い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
と
と
も
に
、
常
に
効
率
的
な
事

業
運
営
を
図
り
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
に
持
続
可
能

な
水
道
と
す
る
た
め
に
は
、
事
業
運
営
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
給
水

体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
収
益
的
収
支
と
は
、
水
を
つ
く
り
家
庭

な
ど
に
届
け
る
た
め
の
費
用
な
ど
の
収
支

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
収
入
合
計
は
、
予
算
の
９
億
３
千
13
万

円
に
対
し
決
算
は
９
億
946
万
円
で
、
２
千

67
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
８
億
８

千
15
万
円
に
対
し
決
算
は
８
億
３
千
108
万

円
で
、
４
千
907
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
７
千
838
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
国
な
ど
か

ら
の
借
入
金
の
今
後
の
元
金
償
還
に
備
え

る
た
め
減
債
積
立
金
に
３
千
937
万
円
、
配

水
管
の
更
新
な
ど
の
施
設
整
備
に
備
え
る

た
め
建
設
改
良
積
立
金
に
３
千
900
万
円
を

積
み
立
て
る
予
定
で
す
。

　　
資
本
的
収
支
と
は
、
浄
水
施
設
や
配
水

池
、
配
水
管
の
整
備
な
ど
に
使
用
す
る
た

め
の
収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　
収
入
合
計
は
、
予
算
の
１
億
８
千
495
万

円
に
対
し
決
算
は
１
億
２
千
331
万
円
で
、

６
千
164
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
６
億
４

千
326
万
円
に
対
し
決
算
は
５
億
６
千
656
万

円
で
、
７
千
670
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
４
億
４
千

325
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
支

出
の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
の
減
価
償
却
費
な
ど
、
内
部
留
保
し

て
い
る
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
填

し
ま
し
た
。

ほ 

て
ん

奇数マイナンバー制度

　私たちの日常生活において、水は欠かせないものであり、水道は生活を支えるライフラインの一つです。
　市は、安全で良質な水道水を安定的に供給するため、市民の皆さんからいただく水道料金を主な財源とし
て、水道施設の整備や維持管理などを行っています。

◎
収
益
的
収
支

◎
収
益
的
収
支

◎
資
本
的
収
支

◎
資
本
的
収
支

平成26年度平成26年度

水道事業会計決算状況水道事業会計決算状況

借
入
金
の
状
況

水
道
施
設
整
備
の
状
況

財
産
の
状
況

固定資産

　
貸
借
対
照
表
は
、
企
業
の
財
政
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
保
有
す
る
全
て
の

資
産
、
負
債
、
資
本
を
表
示
し
た
も
の
で

す
。
次
の
表
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
現

在
の
水
道
事
業
の
貸
借
対
照
表
で
す
。

　
安
定
し
た
水
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
常
に
浄
水
場
や
配
水
管
な
ど
の
水

道
施
設
を
整
備
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
施

設
更
新
時
期
を
迎
え
る
水
道
施
設
を
計
画

的
に
更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
整
備
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要

に
な
り
、
手
持
ち
の
資
金
だ
け
で
は
賄
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
な
ど

か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
し
、
水
道
料
金
の

一
部
を
返
済
に
充
て
て
い
ま
す
。
水
道
事

業
で
は
、
こ
の
借
入
金
を
『
企
業
債
』
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
借
入
金
は
、
財
政
的
負
担

の
軽
減
や
、
将
来
利
用
す
る
市
民
に
も
公

平
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
含

め
、
長
期
の
計
画
で
返
済
し
て
い
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
に
示
し
た
と
お
り
、
平
成

26
年
度
末
現
在
で
、
企
業
債
の
残
高
は
43

億
５
千
886
万
円
で
、
平
成
16
年
度
以
降
減

少
を
続
け
て
い
ま
す
。
企
業
債
を
給
水
人

口
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
8
万
８

千
51
円
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
主
な
工
事
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

貸借対照表

40億9,272万円

40億9,272万円

3億6,363万円

2億6,614万円

3,054万円

7万円

874万円

5,814万円

7億4,390万円

16億4,349万円

△8億9,959万円

17億8,184万円

9億8,853万円

1,965万円

9億6,888万円

79億7,062万円

区 分 金 額 区 分 金 額

固定負債固定資産

流動資産

72億9,656万円

有形固定資産
72億9,656万円

6億7,406万円

5億9,078万円

その他流動資産 3万円

資産合計 79億7,062万円

企業債

流動負債

企業債

未払金

前受金

引当金

その他流動負債

繰延収益

長期前受金

収益化累計額

剰余金

負債・資本合計

資本金

資本剰余金（工事負担金など）

利益剰余金（減債積立金など）

預金現金

8,214万円未収金（未納水道料金）

111万円貯蔵品（棚卸し資産）

（建物・配水管・水道   
　メーターなど）

区分 工事内容 事業費

送配水管
新設工事

幹線となる配水管などを布設し、水道水
の安定供給を図るための工事を行いまし
た。

4,348万円

送配水管
改良工事

赤水発生の解消や地震などの災害に強い水
道施設の整備を図るため、老朽化した配水
管の改良（更新）工事を行いました。

6,914万円

送配水管
移設工事

道道の工事などに伴い、配水管の移設工
事を行いました。 1,555万円

水道メーター
取替工事

計量法で定められている水道メーターの
取り替え（８年ごと）の工事を行いまし
た。

3,051万円

水道事業の決算状況に
関する問い合わせは

水道グループ

Eメール gyoumu@city.
nobor ibetsu . lg . j p

855501☎
855805

奇数マイナンバー制度9 平成26年度　水道事業会計決算状況
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下
水
道
事
業
に
は
汚
水
事
業
と
雨
水
事
業

が
あ
り
ま
す
。
汚
水
事
業
で
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
環
境
を
衛
生
的
に
保
つ
た
め
、

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
大
小
便
や
生
活
排
水

を
下
水
道
管
で
集
め
、
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
て
い
ま
す
。
雨
水

事
業
で
は
、
大
雨
に
よ
る
道
路
の
浸
水
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
雨
水
を
川
な
ど
に
流
す
た
め

の
下
水
道
管
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
街
地
以
外
の
地
域
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
各
家
庭

に
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
の
結
果
、
平
成
26
年
度

末
で
、
市
街
地
に
住
む
方
の
95
・
７
㌫
が
下

水
道
を
利
用
し
て
生
活
排
水
な
ど
を
排
出
で

き
る
環
境
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
86
・
５
㌫
に

あ
た
る
１
万
９
千
989
戸
の
お
宅
が
、
実
際
に

下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街

地
以
外
の
地
域
で
は
、
62
戸
の
お
宅
が
、
市

の
設
置
す
る
浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
地
方
自
治
体
が
経
営
す

る
企
業
（
公
営
企
業
）
と
し
て
、
下
水
道
使

用
料
な
ど
事
業
に
伴
う
収
入
で
経
営
を
行
う

こ
と
（
独
立
採
算
）
を
基
本
に
、
雨
水
事
業

な
ど
の
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
な
じ
ま
な
い

経
費
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、
一
般
会
計
に
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
下
水
道
事
業
会
計
は
、
企
業

と
し
て
の
経
営
成
績
や
財
務
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
企
業
会
計

の
ル
ー
ル
に
よ
り
経
理
し
て
い
ま
す
。

　　
収
益
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
維
持
管
理
に
必
要
な
支
出
と
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
使

用
料
な
ど
の
収
入
を
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
収
益
的
収
支
の
決
算
（
消

費
税
除
く
）
は
、
収
入
が
18
億
４
千
299
万
３

千
円
、
支
出
が
18
億
４
千
193
万
円
で
、
純
損

益
は
106
万
３
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　
資
本
的
収
支
で
は
、
下
水
道
管
や
浄
化
セ

ン
タ
ー
設
備
機
器
の
新
設
や
取
り
替
え
な
ど

の
建
設
改
良
事
業
に
必
要
な
支
出
と
、
こ
れ

ら
を
行
う
た
め
に
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
る
借
金
や
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

な
ど
の
収
入
を
経
理
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
建
設
改
良
事
業
と
し
て
は
、

中
央
町
地
区
や
若
山
町
地
区
で
雨
水
管
を
新

設
す
る
工
事
を
行
っ
た
ほ
か
、
若
山
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
設
備
機
器
を
新
し
い
も
の
に
取
り

換
え
る
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
街
地
以
外
の
地
域
で
は
、
住
民
の
求
め
に

応
じ
て
、
４
基
の
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
資
本
的
収
支
の
決
算
（
消
費

税
除
く
）
は
、
収
入
が
11
億
１
千
840
万
１
千

円
、
支
出
が
16
億
６
千
545
万
７
千
円
と
な
り
、

収
入
と
支
出
の
差
し
引
き
で
は
、
５
億
４
千

705
万
６
千
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
収
益
的
収
支
で
は
、
現
金
の
支
出

を
必
要
と
し
な
い
経
費
（
減
価
償
却
費
な
ど

が
あ
る
た
め
、
現
金
の
余
剰
（
内
部
留
保
資

金
）
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
資

本
的
収
支
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
内

部
留
保
資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度イ

ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

◎
収
益
的
収
支

◎
収
益
的
収
支

◎
資
本
的
収
支

◎
資
本
的
収
支

下
水
道
事
業
と
は

平
成
26
年
度
の
収
支
決
算

▲下水道が整備されていない地域の方のた
めに行う浄化槽の設置事業

▲平成26年度は、中央町地区と若山町地区
で雨水管を新設した

※詳細は、11ページの表１のとおり。

※詳細は、11ページの表２のとおり。

）

一般会計から
788,863

補助金・
負担金など
367,801

不足額
547,056

借入金
750,600

借入金の返済
1,117,335

建設改良費
548,122

減価償却費
1,004,002職員給与費

68,654

その他の収入
455,285

下水道収入
598,845

その他の支出
464,961

施設管理費
304,313

収入
1,842,993

1,841,930
支出

収入
1,118,401

1,665,457
支出

収益的収支

資本的収支

（単位：千円）

（単位：千円）

収支差し引き 1,063

ほ 

て
ん

固定資産

経
営
状
況

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

奇数マイナンバー制度

下水道事業の決
算状況に関する
問い合わせは

下水道グループ

Eメール gesui@city.
noboribetsu.lg.jp

859052☎
884454

　
貸
借
対
照
表
は
、
あ
る
時
点
で
公
営
企
業

が
保
有
す
る
全
て
の
資
産
、
負
債
、
資
本
を

一
覧
と
し
て
示
し
、
企
業
の
財
政
状
態
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
平
成
27
年
３
月
31

日
に
お
け
る
下
水
道
事
業
の
貸
借
対
照
表
は

表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
分
析

す
る
た
め
の
代
表
的
な
指
標
に
は
、
汚
水
処

理
原
価
と
経
費
回
収
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
汚
水
処
理
原
価
は
、
汚
水
１
立
方
㍍

の
処
理
に
要
し
た
費
用
を
表
し
、
低
け
れ
ば

低
い
ほ
ど
、
効
率
的
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
経
費
回
収
率
は
、
汚
水
処
理
に
用

い
た
費
用
が
ど
の
程
度
使
用
料
収
入
で
賄
わ

れ
た
か
を
表
し
、
そ
の
比
率
が
高
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
、
経
営
の
健
全
性
が
高
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
表
４
に
示
す
と
お
り
、
登
別
市
の
汚
水
処

理
原
価
は
道
内
他
市
に
比
べ
て
高
く
、
逆
に

経
費
回
収
率
は
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

汚
水
処
理
に
必
要
な
経
費
を
圧
縮
し
、
経
営

の
健
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

項 目
固定資産 30,983,941 654,752

598,845
55,814

93
1,433,861
68,654
304,313

1,004,002
56,892

1,188,241
733,049
433,398
21,794
395,736
395,736

12,333

10,331,422
10,331,422

29,699,168
1,150,640
341,690
340,627
1,063

1,492,330
31,191,498

18,041,093

18,041,093

1,326,653

1,163,422

155,397
7,834

1,656
207,557
15,911
191,646

31,191,498

30,982,285

流動資産

固定負債
資産合計

負債合計

資本合計
負債資本合計

現金・預金
使用料の未収金

金融機関などからの借入金（１年以
上後に償還するもの）

無形固定資産（電話加入権）

資本剰余金
利益剰余金

繰延収益
資産の元手となった国庫補助金など

流動負債

資本金

剰余金

金融機関などからの借入金（１年以
内に償還するもの）

支出義務のある経費のうち未払金
引当金

金 額

有形固定資産（下水道管、浄化セン
ター建物・機器設備など）

項 目
営業収益 

▲779,109

13,396
▲12,333
1,063

営業費用

営業利益

利用者からの下水道使用料
一般会計からの負担金
その他

営業外収益
一般会計からの補助金
長期前受金戻入
その他

営業外費用

経常利益 
特別損失ほか 
期間純利益

借入金に係る利息の支払

給与支給のための経費
施設管理のための経費
減価償却費
その他

損 益収益／費用
（単位：千円） （単位：千円）

表１：収益的収支の決算状況

項 目
資本的収入

1,117,335
1,117,335
△ 547,056

1,118,401
750,600
750,600
33,823
33,614
209

333,978
194,276
139,702

1,665,457
548,122
331,652
206,991
9,479

資本的支出

収支不足額

企業債

負担金及び分担金
金融機関などからの借入金

利用者からの負担金など
一般会計からの負担金

補助金
国からの補助金
一般会計からの補助金

建設改良費
下水道管整備のための経費
浄化センター整備のための経費
浄化槽整備のための経費

企業債償還金
借入金の返済

金 額
（単位：千円）

表2：資本的収支の決算状況

表３：賃借対照表

項 目 登 別 市

汚水処理原価 

経費回収率

139.00

123.4

196.50 

91.5 

道内平均（※）
（単位：円、㌫）

表4：汚水処理原価と経費回収率の状況

※平成25年度決算における、道内の地方公営企業法適用19市の平均。
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項　　　　目 単　位 水質基準値 幌別浄水場 登別温泉浄水場 千歳浄水場 区分

　
　
　
　

　

健

康

に

関

連

す

る

項

目

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目

水

　
　
　
　
　質

　
　
　
　
　基

　
　
　
　
　準

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

個/ml
－
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
mg/l
－
－
－
度
度

100 以下
検出されないこと
0.003 以下
0.0005 以下
0.01 以下
0.01 以下
0.01 以下
0.05 以下
0.04 以下
0.01 以下
10 以下
0.8 以下
1 以下

0.002 以下
0.05 以下
0.04 以下
0.02 以下
0.01 以下
0.01 以下
0.01 以下
0.6 以下
0.02 以下
0.06 以下
0.03 以下
0.1 以下
0.01 以下
0.1 以下
0.03 以下
0.03 以下
0.09 以下
0.08 以下
1.0 以下
0.2 以下
0.3 以下
1.0 以下
200 以下
0.05 以下
200 以下
300 以下
500 以下
0.2 以下

0.00001 以下
0.00001 以下
0.02 以下
0.005 以下

3 以下
5.8 以上 8.6 以下
異常でないこと
異常でないこと

5 以下
2 以下

0　　 
不検出　　 
0.0003 未満
0.00005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.005 未満
0.004 未満
0.001 未満
0.20　　 
0.05 未満
0.1 未満

0.0002 未満
0.005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.06 未満
0.002 未満
0.007　　 
0.005　　 
0.002　　 
0.001 未満
0.014　　 
0.003 未満
0.005　　 
0.001 未満
0.008 未満
0.01 未満
0.02 未満
0.03 未満
0.01 未満
9.6　　 

0.005 未満
7.7　　 
25.0 　　
67　　 
0.02 未満

0.000001 未満
0.000001 未満
0.002 未満
0.0005 未満
0.4　　 
7.6　　 

異常なし　　 
異常なし　　 

0.5 未満
0.1 未満

0　　 
不検出　　 
0.0003 未満
0.00005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.005 未満
0.004 未満
0.001 未満
0.1 未満
0.05 未満
0.1 未満

0.0002 未満
0.005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.06 未満
0.002 未満
0.003　　 
0.003 未満
0.002　　 
0.001 未満
0.008　　 
0.003 未満
0.003　　 
0.001 未満
0.008 未満
0.01 未満
0.02 未満
0.03 未満
0.01 未満
8.9　　 

0.005 未満
5.7　　 
26.0 　　
68　　 
0.02 未満

0.000001 未満
0.000001 未満
0.002 未満
0.0005 未満
0.3 未満
7.6　　 

異常なし　　 
異常なし　　 

0.5 未満
0.1 未満

0　　 
不検出　　 
0.0003 未満
0.00005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.005 未満
0.004 未満
0.001 未満
0.20　　 
0.08　　 
0.1 未満

0.0002 未満
0.005 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.001 未満
0.06 未満
0.002 未満
0.001 未満
0.003 未満
0.003　　 
0.001 未満
0.005　　 
0.003 未満
0.002　　 
0.001 未満
0.008 未満
0.01 未満
0.02 未満
0.04　　 
0.01 未満
8.0　　 

0.005 未満
9.5　　 
82.0 　　
150　　 
0.02 未満

0.000001 未満
0.000001 未満
0.002 未満
0.0005 未満
0.3 未満
7.8　　 

異常なし　　 
異常なし　　 

0.5 未満
0.1 未満

一 般 細 菌
大 腸 菌
カドミウム及びその化合物
水 銀 及 び そ の 化 合 物
セ レ ン 及 び そ の 化 合 物
鉛 及 び そ の 化 合 物
ヒ 素 及 び そ の 化 合 物
六 価 ク ロ ム 化 合 物
亜 硝 酸 態 窒 素
シアン化物イオン及び塩化シアン
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物
ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物
四 塩 化 炭 素
１ 、 ４ － ジ オ キ サ ン
シスｰ1,2ｰジクロロエチレン及びトランス １ーー２ー ジクロロエチレン
ジ ク ロ ロ メ タ ン
テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン
ベ ン ゼ ン
塩 素 酸
ク ロ ロ 酢 酸
ク ロ ロ ホ ル ム
ジ ク ロ ロ 酢 酸
ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン 酸
臭 素 酸
総 ト リ ハ ロ メ タ ン
ト リ ク ロ ロ 酢 酸
ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン
ブ ロ モ ホ ル ム
ホ ル ム ア ル デ ヒ ド
亜 鉛 及 び そ の 化 合 物
アルミニウム及びその化合物
鉄 及 び そ の 化 合 物
銅 及 び そ の 化 合 物
ナトリウム及びその化合物
マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物
塩 化 物 イ オ ン
カルシウム、マグネシウム等（硬度）
蒸 発 残 留 物
陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤
ジ ェ オ ス ミ ン
２ － メチルイソボルネオール
非 イ オ ン 界 面 活 性 剤
フ ェ ノ ー ル 類
有機物(全有機炭素(ＴＯＣ)の量)
ｐ Ｈ 値

味
臭 気
色 度
濁 度

無機物・
重 金 属

一　　般
有 機 物

基 礎 的
性 　 状

消　　毒
副生成物

着　　色

着　　色
味

病原生物によ
る汚染の指標

味

発　　泡

か び 臭

発　　泡
臭　　気
味

12市の水道水は安全です

市の水道水は安全です～水道水質検査結果の公表～

平成27年８月４日に水道水質検査を行いました。
検査の結果、全ての検査項目で水質基準に適合していることを確認しました。

※１『水質基準』：水道水の品質を管理するための基準で、『健康に関する項目』31項目、『水
　　道水が有すべき性状に関する項目』20項目の合計51項目が定められています。
※２『健康に関連する項目』：生涯にわたり飲み続けても人の健康に影響が生じない値を基に、
　　安全性を十分に考慮して基準値が設定されています。
※３『水道水が有すべき性状に関連する項目』：日常生活に使用するときに不都合が生じない値
　　を基に、安全性を十分に考慮して基準値が設定されています。

問い合わせ 水道グループ（☎85５５１０）

カードの種類 再交付手数料

通知カード

個人番号カード（※）

500円

800円

　
10
月
５
日
か
ら
11
月
末
頃
を
め
ど

に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
た
『
通
知
カ
ー
ド
』
と
と
も
に

『
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
』

が
、
原
則
、
皆
さ
ん
が
住
民
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
住
所
宛
て
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
の
皆
さ
ん
に
は
『
法

人
番
号
』
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　　
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
は
、
表
面

に
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別

・
顔
写
真
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
、
本
人

確
認
書
類
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
希
望
者
に
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど

の
電
子
申
請
な
ど
が
行
え
る
電
子
証

明
書
を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
は
希
望
者

に
交
付
し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
『
通

知
カ
ー
ド
』
と
一
緒
に
同
封
さ
れ
て

い
る
『
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
』
で
申

請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
『
個
人
番
号

カ
ー
ド
』
へ
の

点
字
表
記
や
電

子
証
明
書
の
搭

載
希
望
の
有
無

な
ど
の
記
載
欄
と
顔
写
真
貼
付
欄
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
貼

付
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
写
真
を

撮
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※

写
真
は
、
直
近
６
カ
月
以
内
に
、

無
帽
・
正
面
・
無
背
景
で
撮
影
し

た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　　
平
成
28
年
１
月
以
降
、
『
個
人
番

号
カ
ー
ド
』
の
交
付
の
準
備
が
で
き

た
旨
の
『
交
付
通
知
書
』
を
登
別
市

か
ら
郵
送
し
ま
す
。
受
け
取
り
の
た

め
来
庁
す
る
と
き
は
、
『
通
知
カ
ー

ド
』
と
『
交

付
通
知
書
』
、

本
人
確
認
書

類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※

本
人
確
認

書
類
は
、
運
転
免
許
証
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
写
真
付
き
の
も

の
１
点
か
、
各
種
健
康
保
険
証
の

被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
、
学
生
証
、

生
活
保
護
受
給
者
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）
な
ど

写
真
付
き
で
な
い
も
の
２
点
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
『
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
』
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
交

付
の
手
続
き
と
、
再
交
付
手
数
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※

再
交
付
の
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』

に
電
子
証
明
書
の
搭
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
別
途
200
円
の
再
発
行

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
有
効
期
限
（
発
行
日
か
ら

10
年
間
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
が
、

『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
の
交
付
を
受

け
る
と
き
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
返
納
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』
の
交
付
に

は
相
当
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
交
付
が
確
定
申
告
の
申
告

期
限
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
向
け
電
子
証
明
書
を
使
っ

て
申
告
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
切
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
で
の
確
定
申
告
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
有
効
期
限
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
向
け
電
子
証

明
書
の
発
行
は
平
成
27
年
12
月
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
つ
い
て

　

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
８
５
５
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
に
つ
い

て
　
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
５
１
０
９
）

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返

　
納
に
つ
い
て

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返

　
納
に
つ
い
て

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
返

　
納
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ

▼
問
い
合
わ
せ

▼
問
い
合
わ
せ

（
表
面
）

〈再交付手数料の内訳〉

（
裏
面
）

●『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』っ
て
？

●『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』っ
て
？

●『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』っ
て
？

●
申
請
方
法
は
？

●
申
請
方
法
は
？

●
申
請
方
法
は
？

マイナンバー

▲

キャラクター
マイナちゃん

　
先
月
号
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
『
通
知
カ
ー
ド
』
の
郵

送
に
伴
う
住
所
変
更
と
法
人
番
号
の

通
知
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
『
個
人
番
号
カ
ー
ド
』

の
申
請
と
交
付
、
そ
れ
に
伴
う
注
意

点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『個人番号カード』
について知ろう

●
交
付
方
法
は
？

●
交
付
方
法
は
？

●
交
付
方
法
は
？

●『
通
知
カ
ー
ド
』、『
個
人
番
号

　
カ
ー
ド
』を
紛
失
し
て
し
ま
っ

　
た
ら
…

●『
通
知
カ
ー
ド
』、『
個
人
番
号

　
カ
ー
ド
』を
紛
失
し
て
し
ま
っ

　
た
ら
…

●『
通
知
カ
ー
ド
』、『
個
人
番
号

　
カ
ー
ド
』を
紛
失
し
て
し
ま
っ

　
た
ら
…

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
で
、
平
成
28
年
２
〜
３

　
月
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

T
ａ
ｘ

　
で
行
う
予
定
の
方
へ

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
で
、
平
成
28
年
２
〜
３

　
月
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

T
ａ
ｘ

　
で
行
う
予
定
の
方
へ

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
で
、
平
成
28
年
２
〜
３

　
月
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

T
ａ
ｘ

　
で
行
う
予
定
の
方
へ

タ
ッ
ク
ス

イ
ー

タ
ッ
ク
ス

イ
ー

　
交
付
に
か
か
る
手
数
料
は
無
料
で
、

有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら
10
回
目
の

誕
生
日
（
未
成
年
者
は
５
回
目
の
誕

生
日
）
ま
で
で
す
。

奇数マイナンバー制度13 マイナンバー制度　『個人番号カード』について知ろう



　
市
職
員
に
は
、
『
登
別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
』
に
基
づ
き
、
給
与
と
し
て
、
そ
の
職
務
と
責

任
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
給
料
と
扶
養･

通
勤
手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
給
与
の
改
定
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
（
国
の
場
合
は
、
人
事
院
が
国

家
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の
給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
勧
告
に
基
づ
き
、
毎
年
度
改

定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

　
今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

問
い
合
わ
せ
　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
○
１
１
３
２
）

85

◇平均給与・初任給など
年齢と給料・給与の平均 日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

※ 『平均給料月額』は、職種ごとの基本給の月額平均。『平均給与月額』は
給料と扶養手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計した月額平均。

初任給 日現在）
区　分 登別市 国
大学卒
高校卒

経験年数別・学歴別平均給料月額 日現在）

区　分

一般行政職の級別職員数 日現在）

標準的な
職務内容 担当員 担当員 主任 主査・

主任　 主幹

退職手当 日現在）

区　分 登別市 国自己都合退職 勧奨・定年退職

同じ

◇職員の手当
期末手当・勤勉手当 日現在）
区　分 登　　別　　市 国

期末 勤勉 同じ

※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスにあたります。
※ 
ます。
※職務の級などによる加算措置があります。

各（ 数指スレイパスラ 日現在）

※ 
務員の給与水準を示す指数です。

給料・手当 社会保険など 計
千円 千円 千円

◇総括

職員数
人　件　費

人件費給料 期末・　
勤勉手当

左記以外
の手当　 共済費等 計

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

※ 『人件費』は、市長・副市長・教育長を含み、嘱託員や臨時職員、議員、
各種委員は含みません。
※ 『１人当たり人件費』は、退職手当や市長・副市長・教育長の給与は含み
ません。

全国市平均
88

98

96

94

92

90

100

類似団体平均 登別市

平成21年

平成26年

（平成26年度全会計決算）

（平成26年度全会計決算）

438 1,565,569 589,046 759,323 523,236 3,437,174 6,844

98.4 98.6 98.6
97.7

90.3

95.6

610,939 696,87285,933

一般行政職
技能労務職

39歳10カ月
49歳６カ月

294,419円
320,986円

364,756円
368,847円

174,200円
142,100円

174,200円
142,100円

次長  部長

37人
15.0%

22人
8.9%

67人
27.2%

63人
25.6%

41人
16.7%

８人
3.3%

８人
3.3%

261,214円

236,600円

359,847円

318,933円

303,086円

261,767円

1.375月分
(1.175月分)

1.225月分
(1.025月分)

0.750月分
(0.950月分)

0.750月分
(0.950月分)

4.1月分

20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.590月分

25.556月分
34.583月分
49.590月分
49.590月分

14市職員の給与などの状況

特別職などの報酬など 日現在）
区　　分 月　　額 期末手当の支給割合

給料

報酬 （一般職と同様に加
算措置があります）

◇勤務時間やその他の勤務条件

◇職員の服務の状況

分限処分
分限処分
の内容 事　由 該当職員数 処分の根拠法など

（その他の処分）
処分の種類 処分事案数 人数 処分の根拠法など

職員の懲戒処分並びに訓告及び
厳重注意の措置に関する基準　

職員の研修状況
基本研修 特別研修 自己啓発 計

◇職員数
部門別職員数 （各年4月1日現在）

区　　　分 職員数（人） 対前年増減数
　　　（人）

門
部
政
行
般
一

政
行
別
特部

　
　

門
普通会計合計

等
業
企
営
公会

計
部
門
総　 合 　計

※市長、副市長、教育長を除く。

◇職員の福祉および利益の保護の状況

健康診断受診状況
健康診断の種類 対象者数 受診者数
総合健康診査
定期健康診断

公務災害補償制度の適用状況
適用件数

○利益の保護の状況について

各（ 免任の員職 日現在）

区　分 平成 平成 平成 平成 平成

年度中の
新規採用者
年度中の
退職者

その他の手当 日現在）
手当名 内容と単価

扶養手当

住居手当

通勤手当

管 理 職
手　　当

特殊勤務
手　　当
※このほか、地域手当、夜勤手当、休日給、寒冷地手当、宿日
　直手当、単身赴任手当、災害派遣手当、管理職員特別勤務手
　当があります。

超過勤務手当 

◇平成26年度の職員の研修状況

◇平成26年度の職員の分限処分状況

99,256千円
275千円

112,645千円
318千円

平成26年度決算平成25年度決算

870,000千円
700,000千円
600,000千円
400,000千円
350,000千円
320,000千円

6月期    1.975月分
12月期    2.125月分
計　　　4.100月分

配偶者
配偶者以外の扶養親族　
配偶者がいない職員の扶養親族１人目　
満16歳の年度始めから満22歳の年度末
までの子１人当たりの加算額　

13,000円
6,500円
11,000円

5,000円

55,000円
31,600円
 56,392円
 45,360円
 36,320円
 49,630円
 37,536円
 28,740円

部長職
次長職
主幹職
部長職(再任用)
次長職(再任用)
主幹職(再任用)

19人

27年度26年度25年度24年度23年度

246人   722人     80人     1,048人

５人

１件
１件

訓告
厳重注意

１人
１人

291人
170人

288人
169人

　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平
委員会に対して市当局により適当な措置がとられるべきこ
とを要求することができます。
　また、懲戒などの処分を受けた職員は、公平委員会に対
して不服申し立てができます。
　平成26年度においては、職員からこのような措置要求や
不服申し立てはありませんでした。

平成26年 　平成27年
5
75
23
83
26
2
7
14
35

15
13
23
51
438

270
34
83
117
387

5
69
23
80
26
2
7
15
36
263
35
84
119
382
15
13
24
52
434

△ 6

△ 3

1
1

△ 7
1
1
2

△ 5

1
1

△ 4

勤務時間　月曜日から金曜日までの９時から17時30
分まで（勤務時間が変則の勤務者は、1日につき7
時間45分となるように割り振る）
休憩時間　12時15分から13時まで
休日など　土・日曜日、祝日法による休日、年末年
始の休日（12月31日から翌年の１月５日まで）
休暇の種類　有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇（給与減額あり）

　職員は、地方公務員法で全体の奉仕者として公共の
利益のために勤務し、職務に専念すること（服務の根
本基準）が義務付けられており、このほかに『法令等
及び上司の職務上の命令に従う義務』をはじめとする
義務、禁止および制限事項が定められています。
　この服務規程に違反した場合は、懲戒処分の対象と
なるほか、状況によっては刑罰の対象になる場合があ
ります。

○

○
○

○

徴収・消防・ごみ取扱業務など15種類
従事する勤務の特殊性に応じて支給

○平成26年度の職員の福祉の状況

市職員の給与などの状況15



え
ん  

ま

な
か  

が
わ 

ひ
ろ  

ち
か

え
ん
　
ま

▲提言書を市長へ手渡す中川委員長

市
民
か
ら
の
思
い
を
込
め
て

市
民
か
ら
の
思
い
を
込
め
て

登別最大のイベント、ことしも大盛況登別最大のイベント、ことしも大盛況

8
27

8
29・30

登
別
市
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画

市
民
検
討
委
員
会
提
言
書
提
出

　
８
月
27
日
㈭
、
登
別
市
総
合
計
画
第
３
期
基
本
計
画

市
民
検
討
委
員
会
か
ら
、
登
別
市
に
提
言
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

 

同
委
員
会
は
、
市
民
41
人
に
よ
る
６
つ
の
部
会
で
組

織
さ
れ
、
市
が
策
定
を
進
め
て
い
る
『
登
別
市
総
合
計

画
第
３
期
基
本
計
画
』
に
向
け
て
、
１
年
５
カ
月
に
わ

た
り
計
84
回
の
部
会
を
開
催
し
、
熱
の
こ
も
っ
た
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

仲
川
弘
誓
委
員
長
は
『
私
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
述
べ
、
長
き
に
わ

た
る
議
論
を
経
て
取
り
ま
と
め
た
提
言
書
を
、
小
笠
原

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
８
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
登
別
温
泉
で
『
第

52
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
（
市
、

登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
登
別
地
獄
ま
つ
り
は
、
毎
年
８

月
の
最
終
土
曜
日
と
日
曜
日
に
、

登
別
温
泉
の
地
獄
谷
か
ら
地
獄
の

釜
の
ふ
た
が
開
き
、
閻
魔
大
王
が

鬼
た
ち
を
引
き
連
れ
て
登
別
温
泉

に
訪
れ
る
と
い
う
伝
説
を
も
と
に

し
た
、
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
る

登
別
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
祭
り
は
、
巨
大
な
『
閻
魔
大
王

か
ら
く
り
山
車
』
の
登
場
で
幕
が

開
き
ま
し
た
。

　
日
が
落
ち
て
く
る
に
つ
れ
て
、

登
別
温
泉
街
を
埋
め
尽
く
し
た
観

光
客
の
熱
気
は
高
ま
っ
て
い
き
、

『
鬼
踊
り
大
群
舞
』
で
は
祭
り
の

熱
気
に
酔
い
し
れ
た
多
く
の
飛
び

入
り
の
方
も
加
わ
り
、
参
加
者
の

心
も
一
つ
に
な
っ
て
踊
り
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
興
奮
も
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
『
鬼

み
こ
し
暴
れ
練
り
込
み
』
が
始
ま

り
、
巨
大
な
鬼
の
像
を
乗
せ
た
男

み
こ
し
と
女
み
こ
し
が
温
泉
街
を

勇
壮
に
練
り
歩
く
姿
に
、
観
客
か

ら
多
く
の
歓
声
が
上
が
り
、
祭
り

は
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
を
迎
え

ま
し
た
。

第52回登別地獄まつり第52回登別地獄まつり

▲

大
迫
力
の
『
閻
魔
大
王
か
ら
く
り
山
車
』

▲

湯
か
け
で
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た

　『鬼
み
こ
し
暴
れ
練
り
込
み
』

▲

ま
つ
り
特
設
舞
台
で
は
、
勇
壮
な
和
太
鼓

　演
奏
も
行
わ
れ
た

▲

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
ん
だ

　『鬼
踊
り
大
群
舞
』
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楽
し
み
な
が
ら

火
災
予
防
を
学
ぶ

楽
し
み
な
が
ら

火
災
予
防
を
学
ぶ

　
８
月
28
日
㈮
、
『
三
市
合
同
施
設
見
学
会
』
（
室
蘭

市
・
登
別
市
・
伊
達
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
見
学
会
は
、
隣
接
す
る
ま
ち
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
や
市
民
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
。
こ
と
し
は
伊
達
市
で
開
催
し
、
参
加
者
は
、

平
成
24
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
伊
達
市
総
合
体
育
館
』

の
見
学
や
、
道
の
駅
『
だ
て
歴
史
の
杜
』
で
の
買
い
物

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
適
度
な
気
温
の
中
、
『
大
滝
総
合
運
動
公
園
』
で
行

わ
れ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
で
は
、
他

市
の
参
加
者
と
仲
良
く
会
話
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲ミニレスキュー体験は何度も挑戦する
　子どもがいるほどの人気ぶり

▲『きのこ王国』で、きのこ料理に
　舌鼓を打つ参加者

▲『大滝ナイアガラの滝』を
　眺めてリラックス

8
28

9
12

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

隣
の
ま
ち
へ
お
出
か
け

隣
の
ま
ち
へ
お
出
か
け

三
市
合
同
施
設
見
学
会

　
９
月
12
日
㈯
、
イ
オ
ン
登
別
店
で
『
消
防
・
救
急

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
防
災

へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
こ
の

時
期
に
毎
年
開
催
。
ミ
ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
や
消
火
体

験
な
ど
は
毎
回
人
気
が
あ
り
、
こ
と
し
も
順
番
待
ち
を

す
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
店
内
の
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
に
設
け
ら
れ

た
第
２
会
場
で
は
、
消
防
車
に
模
し
た
消
し
ゴ
ム
な
ど

が
配
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
で
き
な
い
体
験
を
し
た
り
記

念
品
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
い

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

▲『第27回幌別地区手づくり祭り』で、白石市・海老名
　市の地元産品を購入する市民

9
5・6 9

12・13

え
ん   

ま

▲『第38回登別漁港まつり』の会場には約50店の露店が
　立ち並び、来場者は海の幸などに舌鼓を打ちました

・ＵＲＬ：
  https://www.you
  tube.com/user/
  Noboribetsu
  Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。

にぎわい見せた市内のお祭りにぎわい見せた市内のお祭り
第27回幌別地区手づくり祭り・第38回登別漁港まつり

　
９
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
、
市
役
所
前
の
道
路
約
600
㍍
に
わ
た

っ
て
、
『
第
27
回
幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り
』
（
幌
別
地
区
手

づ
く
り
祭
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
祭
り
で
は
、
ご
当
地
グ
ル
メ
『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
や

登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
の
『
デ
ニ
ッ
シ
ュ
・
シ
ョ
ッ
プ
』
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
屋
台
が
出
店
し
、
家
族
連
れ
な
ど
多

く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
と
神
奈
川
県
海
老

名
市
の
地
元
産
品
が
販
売
さ
れ
、
三
市
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
に
は
、
登
別
漁
港
新
港
区
で
『
第
38

回
登
別
漁
港
ま
つ
り
』
（
登
別
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
花
火
大
会
は
、
12
日

㈯
の
19
時
か
ら
行
わ
れ
、
来
場
者
は
、
夜
空
に
上
が
っ
た
花
火

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
し
け
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
い
た
『
朝
揚
げ
鮭
抽
選

即
売
会
』
が
13
日
㈰
に
行
わ
れ
、
大
き
な
鮭
を
当
て
よ
う
と
、

来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

17 東　奔　西　走



18

　
昨
年
８
月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
大
規

模
な
土
砂
災
害
は
、
多
数
の
死
傷
者
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
な
ど
の
周
辺
が
『
土
砂
災
害
危
険

箇
所
』
や
『
土
砂
災
害
警
戒
区
域
』
で
な

い
か
、
『
登
別
市
防
災
マ
ッ
プ
』
な
ど
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
集
中
豪
雨
や
長
雨
の
際
に
は
『
土
砂
災

害
警
戒
情
報
』
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
は
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ

た
と
き
に
、
気
象
庁
と
北
海
道
が
共
同
で

発
表
す
る
防
災
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
は
、

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で

き
る
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情

報
で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。
大
雨
警
報
な
ど

の
気
象
情
報
と
併
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
、
安
全
な

場
所
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、

近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上
に
緊
急

避
難
す
る
か
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
、

家
の
中
で
よ
り
安
全
な
場
所
（
崖
か
ら
離

れ
た
部
屋
や
２
階
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
『
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
「
登
別

愛
好
会
」
』
は
、
平
成
26
年
10
月
24

日
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員

は
65
歳
か
ら
81
歳
ま
で
の
女
性
14
人
。

毎
月
第
１
・
３
・
４
水
曜
日
の
13
時

か
ら
16
時
ま
で
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
日
向
市
が
発
祥
地
で
あ
る

『
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
』
は
、

『
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
』
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
「
五
穀
豊
穣
」
・
「
商
売

繁
盛
」
・
「
家
内
安
全
」
を
願
っ
て
、

赤
い
ハ
ッ
ピ
に
白
い
ふ
ん
ど
し
、
お

面
を
付
け
て
踊
る
も
の
で
す
。

　
同
会
の
発
足
者
で
代
表
の
堀
尾
政

江
さ
ん
は
、
「
新
聞
で
『
日
向
ひ
ょ

っ
と
こ
踊
り
』
の
記
事
を
見
て
興
味

を
持
っ
た
こ
と
が
発
足
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
社
会
福
祉
施
設
へ
の
訪
問

や
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
踊
り

を
披
露
す
る
と
、
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

手
を
振
っ
た
り
、
足
を
上
げ
た
り
す

る
動
き
が
多
く
、
普
段
使
わ
な
い
筋

肉
を
使
う
た
め
、
健
康
維
持
に
も
役

立
ち
ま
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
踊
る
こ
と
が
楽
し

い
」
、
「
練
習
を
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

　
こ
と
し
９
月
に
入
会
し
た
ば
か
り

の
小
林
さ
ん
は
、
「
イ
ベ
ン
ト
で
初

め
て
踊
り
を
見
た
と
き
、
お
客
さ
ん

が
と
て
も
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、

私
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
と
思

い
入
会
し
ま
し
た
。
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
踊
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
と

て
も
楽
し
い
で
す
」
と
魅
力
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
入
会
希
望
の
方
は
、
堀
尾
さ
ん

（
☎
85
７
４
５
０
）
ま
で
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

た
ら
早
め
に
避
難
す
る

居
住
地
や
職
場
が
『
土
砂
災
害
危

険
箇
所
』
や
『
土
砂
災
害
警
戒
区

域
』
で
な
い
か
把
握
す
る

雨
が
降
り
出
し
た
ら
土
砂
災
害
警

戒
情
報
に
注
意
す
る

知って備える防災メモ・仲間たち

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
３
カ
条

土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
３
カ
条

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
33
回

人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group
日向ひょっとこ踊り「登別愛好会」日向ひょっとこ踊り「登別愛好会」

ひゅうがひゅうが

『日向ひょっとこ踊り』
を見てくれた人に笑顔を
届けたい

ほ
り

ま
さ

こ
ば
や
し

お

え

▲気持ちを一つに楽しく踊る会員の
　皆さん

　４月から６月にかけて募集が行われた
在札幌米国総領事館主催の『英語エッセ
イコンテスト』は、北海道・青森・秋田
・岩手・宮城県内の高校に通う生徒を対
象に、２つのテーマから１つを選び350
字以内で英語でエッセイを書くものです。
　「絶滅危惧種の生物にとって、現在の
世界はどんな状況か、想像してみよう。
どんなことを望むだろう？」のテーマで
タンチョウヅルの目線から文章を構成し、
154応募作品の中から見事、最優秀賞に
選ばれた北海道登別明日中等教育学校５
回生の横山理紗さん。
　７月15日㈬には、表彰のため同総領事
館の首席領事が同校をサプライズ訪問し、
賞状などとともに祝福のメッセージを贈
りました。
　今回は、受賞の喜びやエッセイに込め
た思い、英語の魅力などを横山さんに伺
いました。　　平成10年、室蘭市生まれ。17歳。 　　

幌別西小学校を卒業後、北海道登別明日中等教育学校に入学
し、現在、高校２年生にあたる５回生。英語に親しむＥＳＳ
（イングリッシュ・スピーキング・ソサイエティ）部に所属
し、ことし４月からは部長を務め、まとめ役として活動する。

英語を話し、互いの
意思が通じるときが
何よりも楽しい。

英語を話し、互いの
意思が通じるときが
何よりも楽しい。

横山理紗
よこ やま り さ

さん（富士町）

19 きらり

　
「
『
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
を
保
護
し
て

い
る
人
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
』
を
表

現
し
な
が
ら
、
『
他
の
動
物
も
守
っ
て

あ
げ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
願
い
を
タ
ン

チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
目
線
に
立
っ
て
書
き
上

げ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
と

知
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話
す
横
山

理
紗
さ
ん
。

　
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
に
つ
い
て
調
べ

て
い
く
中
で
、
人
間
が
保
護
す
る
こ
と

で
数
が
増
え
て
き
て
い
る
タ
ン
チ
ョ
ウ

ヅ
ル
に
興
味
が
湧
き
、
題
材
に
選
ん
だ

と
言
い
ま
す
。

　
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
の
気
持
ち
に
、

よ
り
近
付
け
る
よ
う
な
表
現
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
、
何
度
も
何
度
も
推
敲
し

ま
し
た
。
表
情
な
ど
が
伝
わ
ら
な
い
エ

ッ
セ
イ
で
自
分
の
思
い
を
正
確
に
伝
え

る
こ
と
は
大
変
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

絶
滅
危
惧
種
の
気
持
ち
に
な
る
と
い
っ

た
、
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
英
語

を
使
っ
て
エ
ッ
セ
イ
で
表
現
す
る
時
間

は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
し
た
。
そ
し
て
、
『
伝
わ
る
文
章
を

書
く
』
と
い
う
こ
と
を
意
識
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
今
回
の
受
賞
と

と
も
に
得
た
大
き
な
収
穫
で
し
た
」
と

エ
ッ
セ
イ
が
完
成
す
る
ま
で
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
英
語
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
応

募
情
報
は
学
校
の
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
自
分
一
人
の
力

で
受
賞
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
周
囲
の
環
境
が
あ
っ
て
賞
を
と
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
周
囲
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
語
る
横
山
さ
ん
。

　
「
英
語
を
使
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
人
と
話
し
、
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
外
国
の
方
と
話
す
と
、
そ
の
国

の
文
化
を
吸
収
で
き
ま
す
し
、
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
」

と
英
語
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

　
将
来
は
、
広
い
視
野
や
考
え
方
を
持

ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
物
事
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
事
や
取
り

組
み
に
携
わ
り
た
い
、
と
話
す
横
山
さ

ん
の
瞳
は
、
希
望
に
満
ち
て
い
ま
す
。

英
語
エ
ッ
セ
イ
に
込
め
た
思
い

英
語
エ
ッ
セ
イ
に
込
め
た
思
い

英
語
エ
ッ
セ
イ
に
込
め
た
思
い

広
い
視
野
と
考
え
方
を

持
っ
た
人
に
な
り
た
い

広
い
視
野
と
考
え
方
を

持
っ
た
人
に
な
り
た
い

広
い
視
野
と
考
え
方
を

持
っ
た
人
に
な
り
た
い ▲ことし２月には、韓国で開催された

　済州青少年フォーラムに参加し、英
　語での討論や異文化交流を経験

す
い
こ
う

チェ　ジュ



と
し
ら
く

い
ま
住 く

ら
し
の
ガ
イ
ド

84
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第
６
回
の
ぼ
り
べ
つ
し
学
校
給
食
展

日
時
　
10
月
８
日
㈭
11
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
育
相
談
、

　
給
食
物
資
納
品
業
者
に
よ
る
各
種

　
展
示
、
手
洗
い
教
室
な
ど

問
い
合
わ
せ

　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
　
２
７
２
３
）

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
　
10
月
18
日
㈰
８
時
〜
９
時

※

小
雨
決
行
。
大
雨
の
と
き
は
、
10

　
月
25
日
㈰
に
延
期
。

場
所
　
公
園
や
生
活
道
路
、
河
川
敷

　
地
、
空
き
地
な
ど
公
共
の
場
所

内
容
　

・
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご

　
み
に
分
け
、
９
時
ま
で
に
各
地
区

　
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
積
し

　
ま
す
（
通
常
は
資
源
ご
み
で
す
が
、

　
び
ん
・
缶
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
、

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み

　
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
）

・
当
日
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

　
を
収
集
し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み

　
は
、
各
地
区
の
収
集
日
に
ご
み
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
（
町
内
会
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
よ
り
出
し
て
く

　
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
連
合
町
内
会

　
事
務
局
（
市
民
協
働
Ｇ
内
・
☎
　

　
１
０
７
９
）

第
２
回
く
ら
し
の
安
全・

安
心
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
10
月
23
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
講
演
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
し

　
く
み
と
そ
の
影
響
』

講
師
　
消
費
者
支
援
ネ
ッ
ト
北
海
道

　
検
討
委
員
・
上
机
美
穂
さ
ん

申
し
込
み

　当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
消
費
者
協
会

（
☎
　
８
３
０
７
）

第
38
回
登
別
消
費
生
活
展

〜
真
に
豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て
〜

日
時

・
10
月
23
日
㈮
12
時
〜
16
時

・
10
月
24
日
㈯
10
時
〜
15
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
体
験
コ
ー
ナ
ー
『
シ
カ
肉
の

　
こ
と
知
っ
て
い
る
？
』
、
食
育
ク

　
イ
ズ
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
登
別
消
費
者
協
会

（
☎
　
８
３
０
７
）

子
ど
も
虐
待
防
止
講
演
会

日
時
　
10
月
19
日
㈪
13
時
30
分
〜

※

受
け
付
け
は
13
時
か
ら
。

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
発
達
障
が
い
な
ど
を
持
つ
親

　
へ
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
講
演
会

講
師
　
『
札
幌
こ
こ
ろ
の
診
療
所
』

　
院
長
・
中
野
育
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

（
☎
　
６
６
７
７
）

国
民
年
金
保
険
料『
５
年
の
後
納
制

度
』が
始
ま
り
ま
す

　
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
で
き
る
『
10
年

の
後
納
制
度
』
は
、
９
月
30
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
新
た
に
、
10
月
１
日

か
ら
平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
、
過

去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
で
き
る
『
５
年
の
後

納
制
度
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
後
納
制
度
の
利
用
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
が
、
制
度
が
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰

　
り
上
げ
受
給
者
を
含
む
）
や
老
齢

　
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
有
し
て

　
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
は
、
後
納

　
制
度
の
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
室
蘭
年

　
金
事
務
所
（
☎
　
７
１
０
４
）

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は

10
月
31
日
㈯
で
す

　
10
月
中
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
全
員
分
の
新
し
い
保
険
証
を
、

世
帯
ご
と
に
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送

し
ま
す
。

　
配
達
時
に
不
在
の
場
合
、
再
配
達

の
手
続
き
を
取
り
、
必
ず
保
険
証
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

納
税
相
談
が
必
要
な
方
や
届
け
出

　
が
必
要
な
方
に
は
、
保
険
証
を
交

　
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
　
１
７
７
１
）

か
み
つ
く
え
み
　 

ほ

な
か
　
の
　
い
く
　
こ

月の粗大ごみ収集11
※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
　を貼って出してください。（１回につき５品まで）

富岸町

申込期間

その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎ 　2 9 5 8 ）

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎    0 2 0 0）

地　区 収集期間

11月２日㈪～
11月13日㈮
11月９日㈪～
11月20日㈮
11月16日㈪～
11月27日㈮

10月19日㈪～
10月30日㈮
10月26日㈪～
11月６日㈮

11月16日㈪～
11月21日㈯
11月23日㈪～
11月28日㈯
11月30日㈪～
12月５日㈯

11月２日㈪～
11月７日㈯
11月９日㈪～
11月14日㈯

新生町３・４丁目

若草町３・４丁目

新生町５・６丁目、
若草町５・６丁目、
上鷲別町

若草町１・２丁目

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 20

※この宝くじの収益金は、市町村の
　明るいまちづくりや環境対策、高
　齢化対策など、地域住民の福祉向
　上のために使われます。

オータムジャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて５億円
オータムジャンボ宝くじ
１等・前後賞合わせて５億円
販売期間　10月16日㈮まで

地区懇談会地区懇談会地区懇談会
～まちの将来を
　　話し合いませんか～
～まちの将来を
　　話し合いませんか～
～まちの将来を
　　話し合いませんか～

　市長とまちの将来を話してみませんか。
多くの方のご参加をお待ちしています。
※日時・場所などは、市役所・各支所に
　備え付ける日程表または市ホームペー
　ジをご覧ください。

問い合わせ 企画調整グループ（☎　６５８６）

　開催地区　登別温泉、登別、幌別鉄南、
　中央、札内・来馬、幌別西、青葉、富岸、
　新生、鷲別、美園・若草地区（中央地区
　と札内・来馬地区は合同開催）
　対象　市内に居住する方
　

24

み
　
う
ら
　た
だ
　
お
　
　
　
　き
　
む
ら
と
し
　
こ

は
い
か
い

10
月
は『
不
正
軽
油
防
止
強
化

月
間
』で
す

　
不
正
軽
油
と
は
、
脱
税
を
目
的
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
軽
油
な
ど
の

こ
と
で
す
。
不
正
軽
油
に
つ
い
て
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
北
海

道
が
実
施
し
て
い
る
『
不
正
軽
油
ス

ト
ッ
プ
110
番
』
（
☎
０
８
０
０
ー
８

０
０
２
ー
110
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
事

　
業
税
関
税
係
（
☎
　
９
５
８
２
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

３
期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通

徴
収
第
５
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普

通
徴
収
第
４
期
）
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
（
普
通
徴
収
第
４
期
）
の

納
期
限
は
11
月
２
日
㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
　
１
１

　
５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
　
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

　
（
☎
　
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

　
寿
医
療
Ｇ
（
☎
　
２
１
３
７
）

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
守
っ
て
い
ま
す
か

・
ペ
ッ
ト
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、

　
ふ
ん
を
必
ず
持
ち
帰
る
と
と
も
に
、

　
人
に
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
長
さ
の

　
リ
ー
ド
を
付
け
る

・
飼
育
場
所
は
常
に
清
潔
に
し
、
臭

　
い
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る

・
飼
育
場
所
で
犬
を
つ
な
ぐ
鎖
は
、

　
道
路
を
通
行
す
る
人
と
犬
が
接
触

　
し
な
い
長
さ
の
も
の
を
使
う

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

市
民
窓
口
の
時
間
延
長

　
毎
週
木
曜
日
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
１
番
窓
口
は
19
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

取
扱
業
務
　
戸
籍
、
住
民
票
・
異
動

　
届
、
印
鑑
登
録
証
明
関
係
な
ど

※

広
域
交
付
、
特
例
転
入
な
ど
の
一

　
部
の
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。
詳
し

　
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

（
☎
　
１
８
５
５
）

証
明
書
交
付
の
電
話
予
約

　
次
の
証
明
書
は
、
電
話
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

予
約
可
能
証
明
書
　
印
鑑
登
録
証
明

　
書
（
予
約
時
に
、
印
鑑
登
録
証
の

　
用
意
が
必
要
）
、
住
民
票
の
写
し

受
け
付
け
日
時
　
毎
週
金
曜
日
（
金

　
曜
日
が
祝
日
の
場
合
そ
の
直
前
の

　
開
庁
日
）
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で

交
付
日
時
・
場
所
　
翌
土
曜
日
の
９

　
時
〜
12
時
・
市
役
所
１
階
宿
直
室

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
市
民
サ

　
ー
ビ
ス
Ｇ
（
☎
　
１
８
５
５
）

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
た
め
に

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す

対
象
　
徘
徊
傾
向
が
あ
る
高
齢
者
を

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

内
容
　
所
在
を
検
索
で
き
る
携
帯
型

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
貸
与

※

貸
し
出
し
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

　
り
ま
す
。

申
し
込
み

　高
齢
・
介
護
Ｇ
に
来
庁

　
し
て
直
接
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
　
５
７
２
０
）

平
成
26
年
度
決
算
審
査
結
果

を
公
表
し
ま
す

審
査
内
容
　
各
会
計
決
算
及
び
土
地

　
開
発
基
金
の
運
用
状
況
審
査
、
公

　
営
企
業
会
計
決
算
審
査
、
財
政
健

　
全
化
及
び
経
営
健
全
化
審
査

審
査
執
行
者
　
登
別
市
監
査
委
員
・

　
三
浦
忠
夫
、
木
村
俊
子

審
査
期
間
　
６
月
１
日
〜
８
月
18
日

※

決
算
審
査
意
見
書
は
、
市
役
所
１

　
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る

　
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　監
査
委
員
事
務
局

（
☎
　
９
２
３
０
）

くらしのガイド
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募

集
88

解
・

FAX

FAX

noboribetsu.lg.jp info@
city.

た
き
ざ
わ

労
働
者
・
使
用
者
間
の

労
働
紛
争
を
解
決
し
ま
す

　
北
海
道
労
働
委
員
会
は
、
突
然
の

解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な

ど
の
労
働
問
題
の
解
決
を
支
援
す
る

『
個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
制

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
公
・
労
・
使
の
各
委
員
３
人
１
組

の
あ
っ
せ
ん
員
が
、
当
事
者
か
ら
事

情
を
聞
き
、
問
題
点
に
応
じ
た
助
言

な
ど
を
行
っ
て
、
双
方
の
歩
み
寄
り

に
よ
る
解
決
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
委
員
会

（
☎
011
ー
204
ー
５
６
６
７
）

『
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
』

を
更
新
し
ま
し
た

　
市
内
で
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
団
体
の
情
報

を
ま
と
め
た
『
生
涯
人
材
バ
ン
ク
』

を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

設
置
施
設
　
市
役
所
、
各
支
所
、
市

　
民
会
館
、
市
民
プ
ー
ル
、
市
立
図

　
書
館
・
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
各
青
少

　
年
会
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
若
草
つ
ど

　
い
セ
ン
タ
ー

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
９
）

や
め
よ
う
動
物
虐
待

　
動
物
を
み
だ
り
に
傷
つ
け
た
り
、

餌
や
り
や
給
水
を
や
め
て
衰
弱
さ
せ

た
り
し
た
場
合
や
、
愛
護
動
物
を
遺

棄
し
た
場
合
は
、
懲
役
や
罰
金
に
科

せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

〜
地
域
国
際
化
推
進
助
成
事
業
〜

　
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
の

一
つ
で
あ
る
『
地
域
国
際
化
推
進
助

成
事
業
』
で
は
、
多
文
化
共
生
や
国

際
理
解
推
進
な
ど
地
域
レ
ベ
ル
で
の

国
際
化
の
推
進
に
資
す
る
先
導
的
か

つ
他
の
団
体
の
模
範
と
な
る
事
業
に
、

助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
額
　
200
万
円
ま
で

申
請
書
提
出
期
限
　
11
月
６
日
㈮

※

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
の

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
２
）

国
際
理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す

日
時
　
10
月
28
日
㈬
18
時
〜

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
ア
メ
リ
カ
出
身
の
英
会
話
講

　
師
・
滝
澤
ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
が
、
日

　
米
の
文
化
の
違
い
や
英
語
教
育
に

　
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
10
月
23
日
㈮
ま
で
に
企

　
画
調
整
Ｇ
（
☎
　
１
１
２
２
）

平
成
27
年
度
登
別
市

防
火
管
理
講
習
会
（
甲
種
）

日
時
　
11
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

場
所
　
市
民
会
館

定
員
　
100
人

費
用
　
６
千
170
円

申
し
込
み
　
（
一
財
）
日
本
防
火
・

　
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
受

　
講
の
申
込
方
法
』
の
内
容
を
確
認

　
し
、
受
講
料
の
前
納
な
ど
を
行
っ

　
た
後
、
10
月
５
日
㈪
か
ら
16
日
㈮

　
ま
で
に
受
講
申
込
書
を
（
一
社
）

　
北
海
道
消
防
設
備
協
会
へ
フ
ァ
ク

　
ス
（
　
011
ー
205
ー
５
９
５
２
）

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

地
元
企
業
見
学
会
・

就
職
活
動
応
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
11
月
２
日
㈪
９
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安
・
地
元
企
業

内
容
　
地
元
企
業
の
見
学
、
適
職
検

　
査
・
職
業
興
味
検
査
、
自
己
理
　

　
自
己
分
析
、
個
別
相
談
な
ど

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
10
月
26
日
㈪
ま
で
に
株

　
式
会
社
日
本
マ
ン
パ
ワ
ー
（
☎
０

　
１
２
０
ー
189
ー
977
）

望
洋
大
谷
学
園
登
別
校
舎
体
育
館

の
11
月
・
12
月
分
の
予
約
受
け
付
け

受
付
開
始
日
時
　
10
月
14
日
㈬
13
時

受
付
場
所
　
同
施
設
管
理
人
室
（
体

　
育
館
を
入
っ
て
右
手
側
）

利
用
条
件
　
原
則
、
１
団
体
に
つ
き

　
１
週
間
に
２
枠
ま
で
と
し
、
１
回

　
に
つ
き
コ
ー
ト
３
面
（
卓
球
台
は

　
４
台
）
ま
で
の
利
用

申
し
込
み
　
同
管
理
人
室
に
備
え
付

　
け
の
申
請
書
類
を
直
接
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
管
理
人
室

（
☎
　
５
５
５
２
）

事
業
者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
説
明
会

日
時
　
10
月
９
日
㈮
９
時
30
分
〜
12

　
時
（
受
け
付
け
は
９
時
か
ら
）

会
場
　
鷲
別
公
民
館

申
し
込
み
　
事
業
者
名
、
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
、
質
問
（
任
意
）

　
を
記
載
の
上
、
10
月
７
日
㈬
ま
で

　
に
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

　
で
企
画
調
整
Ｇ
（
〒
059
ー
８
７
０

　
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
　
　
１
１

　
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

）
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
Ｇ

（
☎
　
５
１
０
９
）

度
』

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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水道グループ
〒059-8701中央町６丁目11
（☎　5510・　　5805）
Eメール：koumu@city.noboribetsu.lg.jp

10月15日～31日
秋の全道火災予防運動
『無防備な　　　　　　

心に火災が
　　　　　かくれんぼ』

　火災は、火気器具を使用する機
会が増える10月から３月にかけて
多発します。
　住宅での出火を防ぐため、次の
『住宅防火、いのちを守る７つの
ポイント』を心掛けましょう。

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものか
　ら離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れる
　ときは、必ず火を消す。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用
　火災警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの
　火災を防ぐために、防災品を使
　用する。
・火災を小さいうちに消すために、
　住宅用消火器などを設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を
　守るために、隣近所の協力体制
　をつくる。
　問い合わせ　消防本部総務グル
　ープ（☎　９６１１）

概要・目的

担当
グループ

資料の閲覧

意見の例

意見の
提出方法

～　募集期間 10月31日㈯まで　～

パブリックコメント（意見公募）制度
に基づき皆さんからの意見を募集します

パブリックコメント（意見公募）制度
に基づき皆さんからの意見を募集します

　『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』
『条例案○条は、△△と記載されているが、□□の理由から◇◇のよ
うな記載が必要ではないか』など、皆さんの意見をお寄せください。

　本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市
立図書館、市民活動センター、各意見募集の担当グループに備え付
けるほか、市ホームページにも掲載します。

　手話が言語であるとの認識に基
づき、市民の手話への理解の促進
と手話の普及を図り、手話の使い
やすい環境をつくることにより、
手話を使用する市民が、あらゆる
分野の活動に参加してさまざまな
交流を図ることができ、地域で思
いやりとぬくもりを感じながら安
心して暮らすことができる地域社
会の実現を目的に、今回新たに制
定する条例です。

　水道事業を取り巻く環境の変化
に伴う課題に対し、持続可能な水
道として着実な事業運営を行って
いくため、水道事業の現状と将来
見通しを分析・評価し、『安全』
『強靭』『持続』の観点から目指
すべき理想像を描き、その実現の
ための方策などを示す必要があり、
今後10年間の水道事業運営に関す
る方向性と施策推進の基本的な考
え方を示すビジョンです。

　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所
③氏名④電話番号⑤意見を記入し、各閲覧場所備え付けの『意見
箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担当グルー
プに提出してください。
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載す
るほか、上記閲覧場所に閲覧ファイルを備え付けます。
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

意見に
対する
回　答

FAXFAX（☎　3732・   050-3730-8230）

登別市水道事業ビジョン（案）
 

登別市ぬくもりある手話条例（案）

障害福祉グループ
〒059-8701中央町６丁目11

Ｅメール：welfare2@city.noboribetsu.lg.jp

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

 

総
務
・
教
育
、
生
活
・
福
祉
、
観

光
・
経
済
の
各
委
員
会
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
１
つ
の
委
員
会
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
登
録
し
、
委
員
会
で
必

要
と
認
め
ら
れ
た
と
き
に
、
議
案
な

ど
の
審
査
や
調
査
の
た
め
の
参
考
意

見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
議
会
事
務
局
に
備
え
付

　
け
ま
た
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
10
月
19
日
㈪
ま
で
に
持
参

　
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
議
会
事
務
局
（
〒
059
ー
　

　
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
　
　

　
０
０
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

（
☎
　
９
２
２
０
）

技
能
検
定
試
験

　
『
技
能
検
定
』
は
、
労
働
者
の
技

能
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
国
家
検
定

制
度
で
す
。
合
格
者
に
は
合
格
証
書

が
交
付
さ
れ
、
『
技
能
士
』
を
称
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
胆
振
地
方
技
能
訓
練
協

　
会
（
〒
051
ー
８
５
５
８
室
蘭
市
海

　
岸
町
１
丁
目
４
ー
１
）
で
配
布
し

　
て
い
る
申
し
込
み
書
に
必
要
事
項

　
を
記
入
の
上
、
10
月
５
日
㈪
か
ら

　
16
日
㈮
ま
で
に
同
協
会
に
持
参
ま

　
た
は
郵
送

※

申
し
込
み
に
は
、
写
真
２
枚
と
受

　
験
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
協
会
（
胆
振
総
合

　
振
興
局
内
・
☎
　
９
５
８
８
）

就
職
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
10
月
22
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

　
時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
　
自
己
理
解
に
つ
い
て

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
10
月
19
日
㈪
ま
で
に
登

　
別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
　
１
４
５
０
）

里
親
の
募
集

　
里
親
と
は
、
家
庭
で
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
で
す
。
里
親
に
な
り
た
い
方
、
里

親
制
度
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
児
童
相
談
所

（
☎
　
４
１
５
２
）

８
FAX

24
44

city.noboribetsu.lg.jp

）

gikai@

くらしのガイド
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申し込み　日本赤十字社登別市地区事務局（社会福祉グループ内・☎○１９１１）85

資格継続研修＆雪上安全法救助員養成講習

日本赤十字社登別市地区事務局・主催

　受講することにより、現在保有
している認定証の有効期限から３
年間、資格が継続されます。
　日時　10月18日㈰９時～14時
　場所　若草つどいセンター
　対象　認定証発行日から２年以
　上３年以内の赤十字救急法救急
　員の資格を有する方
　定員　10人（申し込み順）
　費用　1,000円
　申し込み期限　10月９日㈮

　日時　11月８日㈰９時～17時
　場所　若草つどいセンター
　対象　認定証発行日から３年以
　内の赤十字救急法救急員の資格
　を有するとともに、公益財団法
　人日本スキー連盟の技能判定テ
　スト２級に相当する技術を有す
　る満18歳以上の方
　定員　10人（申し込み順）
　費用　700円
　申し込み期限　10月28日㈬

　受講することにより、現在保有
している認定証の有効期限から３
年間、資格が継続されます。
　日時　10月25日㈰９時～14時
　場所　若草つどいセンター
　対象　認定証発行日から２年以
　上３年以内の赤十字雪上安全法
　救助員Ⅱの資格を有する方
　定員　10人（申し込み順）
　費用　1,000円
　申し込み期限　10月14日㈬

赤十字救急法救急員
資格継続研修

赤十字雪上安全法救助員Ⅱ
資格継続研修

赤十字雪上安全法救助員Ⅰ
養成講習

チャレンジショップ出店者募集
　気象庁では、10月１日から、倶多楽に対して『噴
火警戒レベル』を運用し、常時公表しますので、レ
ベルに応じた行動を取るよう心がけましょう。

　また、気象庁では、８月４日から『噴火速報』の
運用を始めました。速報が発表された時点では噴火
の規模は分かりませんが、火口周辺に近づかないな
ど、自分自身を守る行動を取ってください。
　『噴火警戒レベル』『噴火速報』に関する問い合
　わせ　室蘭地方気象台（☎　４２４９）
　防災対応に関する問い合わせ　倶多楽火山防災連
　絡会事務局（☎　１１３０）

　『チャレンジショップ』とは、空き店舗への出店
促進や起業を目指す方の応援をする事業です。
　登別商店会は、ＪＲ登別駅前の空き店舗に『チャ
レンジショップ』を開設しています。観光の玄関
口・ＪＲ登別駅から徒歩２分という好立地を生かし、
この機会に起業してみませんか。
　チャレンジショップ
・出店期間　６カ月～１年（１日６時間以上、週５
　日以上の営業が必要）
・面積　１区画20平方㍍
・出店料　無料（光熱水費は実費負担）
　チャレンジショップ・ミニ
・出店期間　土・日曜日、祝日、イベント開催時な
　ど
・面積　60平方㍍の共有スペースを利用
・出店料　3.3平方㍍当たり2,000円
　場所　旧フラワーショップやべ（登別東町２丁目
　３－２）

問い合わせ　登別商店会・成田さん

倶多楽で噴火警戒レベルの運用が始まります倶多楽で噴火警戒レベルの運用が始まります倶多楽で噴火警戒レベルの運用が始まります

倶多楽の噴火警戒レベルに応じた防災対応

22

※（　）は各レベルのキーワード。

レベル５（避難）
危険な居住地域からの避難など。
（火口想定域から約1㌔㍍以内への立入禁止）
レベル４（避難準備）
警戒が必要な居住地域での避難の準備、要配慮
者の避難などが必要。また、特定地域からの避
難などが必要（火口想定域周辺への立入禁止）。
レベル３（入山規制）
住民は通常の生活。
特定地域を含む、火口から居住地域近くまでの
範囲への立入規制など（火口想定域周辺への立
入禁止）。
レベル２（火口周辺規制）
住民は通常の生活。
火口想定域内への立入規制など。
レベル１（活火山であることに留意）
状況に応じて火口想定域内の一部立入規制など
（火口想定域内で局所的な熱水活動がみられた
場合には、状況に応じて付近の遊歩道などを規
制することがある）。

（☎090－3396－3604）

チャレンジ
ショップ

登別マリン→
パークニクス

登別駅前
郵便局

JR登別駅

↑
登
別
温
泉

　方
面

くらしのガイド

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 2425 困った！ときにはまず相談

まず相相談談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

10月29日㈭・30日㈮
17時30分～20時
10月31日㈯９時～17時

10月15日㈭
14時～17時

10月15日㈭
11時～16時
（受け付けは15時45
分まで）

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

10月２日㈮・16日㈮
10時～16時(予約制)

鉄南ふれあい
センター

アーニス

登別労働会館
（千歳町３丁目）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

11月21日㈯
９時30分～12時

10月24日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登記、相続、人権、供託、借金問
題、国税、そのほか国・市の行政
全般
参加機関：札幌法務局、北海道財
務局、札幌国税局、登別市など

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

10月23日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0）

11月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：奈良　秦哉さん
定員：６人（申し込み順）

障がいのある方の
就労相談窓口

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

無料労働相談
（市支援事業）

一日行政相談
北海道管区行政評価局

な ら やしん

障がいのある方の就労や雇用

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

10月８日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルなど



問い合わせ　室蘭歯科医師会

日時 診療所・住所・電話
10月の歯科救急医療

10月４日㈰
９時～11時

10月11日㈰
９時～11時

10月12日㈪
９時～11時

10月18日㈰
９時～11時

10月25日㈰
９時～11時

 

3 5 2 2
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 由川歯科医院
室蘭市中島町３丁目15－１

３３７７44（☎　　　　　）

 なかがわ歯科医院
登別市中央町５丁目22－１

7 6 5 185（☎　　　　　）

 小野瀬歯科医院
室蘭市東町４丁目31－5

１３１０44（☎　　　　　）

 （☎　　　　　）高砂歯科医院
室蘭市高砂町５丁目31－12

８６２２45

 （☎　　　　　）由川歯科医院
室蘭市中島町３丁目15－１

３３７７44

 （☎　　　　　）福田歯科
室蘭市輪西町２丁目3－5

６１０６45

 （☎　　　　　　　　　）石川歯科医院
伊達市元町46－13

００２０0 1 4 2 ㉓

　平成28年４月に小学校に入学する児童の健康診断
と簡易テストを行います。▲

対象　市内に居住する平成21年４月２日から平成
　22年４月１日生まれの方
※対象となる世帯で、通知が届いていないときは、
　お問い合わせください。▲

問い合わせ　学校教育グループ（☎88１１６２）

新入学児童健康診断を
必ず受診してください

日
時
　
10
月
28
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容

　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
タ
ー
の
利
用
方
法
の
紹
介
、
ア
ド

　
バ
イ
ザ
ー
と
の
交
流

講
師

　登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み

　
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　10
月
27
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
10
月
28
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

　
も
と
そ
の
保
護
者

内
容

　新
聞
遊
び
、
手
遊
び
、
絵
本

　
の
読
み
聞
か
せ

持
ち
物

　飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

申
し
込
み

　当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
11
月
４
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所

　し
ん
た
21

対
象

　１
歳
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま
で

　
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容

　歯
の
お
話
、
歯
科
検
診
、
ブ

　
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素

　
塗
布
（
希
望
者
の
み
）

担
当
歯
科
医
師

　共
立
歯
科
ク
リ
ニ

　
ッ
ク
・
須
田
倫
夫
さ
ん

定
員

　20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母

　
子
健
康
手
帳

申
し
込
み

　10
月
23
日
㈮
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

　
０
１
０
０
）

日
時
　
11
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対
象

　生
後
２
カ
月
か
ら
10
カ
月
ま

　
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん

内
容

　赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
た

　
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

講
師
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
セ
ラ
ピ

　
ス
ト
認
定
講
師
・
佐
々
木
博
美
さ

　
ん

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス

　
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
お
母

　
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物

申
し
込
み

　10
月
５
日
㈪
か
ら
９
日

　
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

お
楽
し
み
デ
ー

『
新
聞
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
！
』

お
楽
し
み
デ
ー

『
新
聞
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
！
』

親
子
む
し
歯
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
む
し
歯
予
防
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

す  

だ 

の
り
お

さ  

さ  

き 

ひ
ろ
み

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ
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健康健康健康
いきいき

子育て子育て子育て

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査名・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

11月５日㈭
時間は個別通知

11月16日㈪
時間は個別通知

11月25日㈬
時間は個別通知

11月12日㈭
時間は個別通知

11月26日㈭
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えおむつ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年６月生まれ）
４カ月児健康診査

（平成26年４月生まれ）
１歳６カ月児健康診査

（平成27年１月生まれ）
10カ月児健康相談

（平成24年10月１日～
　平成24年10月28日生まれ）

３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時
　
10
月
17
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容

　お
花
で
草
木
染
め
体
験

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

費
用

　１
人
100
円

持
ち
物

　動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

　
飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え
な
ど

申
し
込
み

　10
月
16
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
10
月
17
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
子
育
て
中
の
方

内
容

　森
の
中
で
の
遊
び
体
験

定
員

　15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　200
円

持
ち
物
　
コ
ッ
プ
、
汚
れ
て
も
よ
い

　
服
装
・
靴
、
軍
手

申
し
込
み

　10
月
16
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
10
月
17
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容

　お
散
歩
と
小
麦
粉
粘
土
を
使

　
っ
た
制
作

持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
な
ど

申
し
込
み

　当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
10
月
20
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

　
分

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
６
カ
月
か
ら
９
カ
月
ま
で
の

　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容

　離
乳
食
の
お
話
、
試
食
（
保

　
護
者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料

　200
円

持
ち
物

　筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

　
帳

※

個
別
に
案
内
は
が
き
が
届
い
て
い

　
る
方
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　10
月
16
日
㈮
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

　
０
１
０
０
）

日
時
　
10
月
21
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の

　
家
族

内
容

　沐
浴
・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交

　
換
な
ど
の
実
習
、
妊
婦
体
験
、
交

　
流
な
ど

定
員

　20
組
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み

　健
康
推
進
Ｇ

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
０
１
０
０
）

日
時
　
10
月
23
日
㈮
10
時
〜
12
時

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　登
別
の
湯
元
な
ど
を
散
策

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　運
動
靴
、
帽
子
、
着
替
え

　
な
ど

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　10
月
22
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　

 

　

  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

『
お
散
歩
で
秋
を
見
つ
け
よ
う
』

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

『
お
散
歩
で
秋
を
見
つ
け
よ
う
』

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康

くくく

いい
ききき

すすすくくく

いいい
ききき

す
く
す
く

 

子 
育 
て

す
く
す
く

 

子 
育 
て
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』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『



千円ドックを受診しませんか千円ドックを受診しませんか

入学予定校・場所

登別市市制施行45周年記念事業

日時　11月４日㈬10時～12時
場所　市民会館２階中ホール
内容　口腔機能管理認定歯科衛生士による
　お口のケア方法の講義、理学療法士によ
　る足腰強化の体操や認知症予防効果のあ
　る脳活性化の指体操など
定員　50人（申し込み順）
持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装
申し込み　10月30日㈮までに高齢・介護グ
　ループ（☎85５７２０）

日
時
・
場
所

・
10
月
７
日
㈬
・
11
月
４
日
㈬
・
鷲

　
別
公
民
館

・
10
月
14
日
㈬
・
11
月
11
日
㈬
・
若

　
草
児
童
ク
ラ
ブ

・
10
月
21
日
㈬
・
11
月
18
日
㈬
・
で

　
あ
え
ー
る
は
ま
な
す

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

　
合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

　
し
て
、
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び

　
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物

　上
靴

※

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

　
越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
10
月
７
日
㈬
15
時
〜
16
時

場
所
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院

内
容

　股
関
節
・
膝
の
病
気
と
人
工

　
関
節
に
つ
い
て

講
師

　同
病
院
整
形
外
科
医
長
・
深

　
谷
英
昭
さ
ん

申
し
込
み
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
４
４
０
４
）

日
時
　
10
月
10
日
㈯
10
時
30
分
〜
14

　
時

場
所
　
室
蘭
市
民
会
館

内
容
　
講
演
『
糖
尿
病
と
脳
卒
中
』
、

　
『
簡
単
に
行
え
る
運
動
と
ト
レ
ー

　
ニ
ン
グ
方
法
』
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

　
Ａ
１
c
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ

　
ク
、
昼
食
会
な
ど

※
昼
食
会
は
先
着
30
人
・
１
人
500
円
。

申
し
込
み
　
糖
尿
病
療
養
指
導
士
会

（
☎
080

－

６
０
７
８

－

３
２
５
８
）

日
時
　
10
月
14
日
㈬
10
時
30
分
〜
11

　
時

場
所
　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

　
２
階
集
団
栄
養
指
導
教
室

内
容

　減
塩
生
活
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
に
つ
い
て

申
し
込
み
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
80
３
２
３
５
）

日
時
　
10
月
17
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
鷲
別
公
民
館

内
容

　講
演
会
、
映
画
上
映
な
ど

講
師

　い
し
ま
る
神
経
内
科
院
長
・

　
石
丸
浩
平
さ
ん

定
員

　250
人
（
当
日
、
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
　
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社

　
　   

（
☎
011

－

205

－

０
２
３
５
）

日
時
　
10
月
31
日
㈯
14
時
〜
15
時
30

　
分
（
開
場
13
時
30
分
）

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

内
容

　テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の

　
北
海
道
出
身
の
精
神
科
医
・
立
教

　
大
学
現
代
心
理
学
部
教
授
で
あ
る

　
香
山
リ
カ
先
生
の
講
演

演
題

　ス
ト
レ
ス
に
負
け
ず
元
気
に

　
暮
ら
す

申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

　
で
三
愛
病
院
（
☎
83
１
１
１
１
、

　
　
83
１
３
６
１
）

第
21
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

第
21
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

糖
尿
病
フ
ェ
ア

糖
尿
病
フ
ェ
ア

『
認
知
症
の
合
図
』

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

『
認
知
症
の
合
図
』

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

設
立
50
周
年
記
念

市
民
公
開
講
座

設
立
50
周
年
記
念

市
民
公
開
講
座

健
康
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

健
康
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

『
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』

ふ
か

や  

ひ
で
あ
き

い
し
ま
る
こ
う
へ
い

か  

や
ま

ジ
ェ
イ
コ
ー

FAX

い
き
い
き

 

健

　

 

康

い
き
い
き

 

健

　

 

康
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健康健康健康
いきいき

子育て子育て子育て

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

　10月から、毎週月曜日
だった休館日が毎週木曜
日に変更となります。
※ただし、今月のみ10月
　１日㈭は開館します。
※毎月最終金曜日、年末
　年始、特別整理期間の
　休館日は変更ありませ
　ん。

市立図書館アーニス分館

休館日変更のお知らせ

▼問い合わせ　市立図書館
　　　　　（☎85４３２４）

日
時
・
内
容
　
10
月
３
日
㈯

①
10
時
30
分…

三
ね
ん
寝
太
郎

②
13
時…

氷
雪
の
門

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時

　10
月
10
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
10
月
21
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
10
月
24
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
10
月

30
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
10
月
３
日
㈯
15
時
（
開
場
14

時
30
分
）

場
所
　
室
蘭
工
業
大
学

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
工
業
大
学
総
務

　
グ
ル
ー
プ
（
☎
46
５
０
２
８
）

日
時
　
10
月
３
日
㈯
11
時
〜

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
い
わ
た
内
科
の
管
理
栄
養
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
減

塩
食
を
体
験

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
200
円

申
し
込
み
　
10
月
１
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
10
月
４
日
㈰
10
時
〜
11
時

※

小
雨
決
行
。

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内
容
　
簡
単
な
植
物
写
真
撮
影
講
習

講
師
　
北
海
道
美
術

作
家
協
会
会
員
・

山
田
清
滋
さ
ん

定
員
　
30
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
可
）
、
筆
記
用
具
、

長
袖
服
、
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

申
し
込
み
　
10
月
３
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
84
８
４
７
０
）

日
時
　
10
月
９
日
㈮
10
時
〜
13
時

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
季
節
の
地
場
食
材
を
使
い
、

ヘ
ル
シ
ー
料
理
４
品
を
調
理

定
員
　
　
25
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
600
円

問
い
合
わ
せ
　
10
月
６
日
㈫
ま
で
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
・
安

達
さ
ん
（
☎
85
７
８
４
５
）

日
時
　
10
月
10
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
を
レ

コ
ー
ド
で
楽
し
む

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

問
い
合
わ
せ
　
10
月
８
日
㈭
ま
で
に

と
も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
10
月
11
日
㈰
11
時
〜
19
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※

入
場
料
無
料
。

内
容
　
日
本
の
古
典
舞
台
芸
能
で
あ

る
謡
曲
を
披
露

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
謡
曲
協
会
・

西
尾
さ
ん
（
☎
85
２
９
７
５
）

日
時
　
10
月
12
日
㈪
９
時
〜
15
時

場
所
　
札
内
高
原
館

内
容
　
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て

野
山
に
設
け
た
地
点
を
探
す

申
し
込
み
　
10
月
５
日
㈪
ま
で
に
同

大
会
実
行
委
員
会
・
佐
藤
さ
ん

（
☎
85
３
８
７
５
）

10
月
号

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

市
立
図
書
館
休
館
情
報

キ
ウ
シ
ト
湿
原
を
写
そ
う

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

映
画
会

第
32
回
蘭
岳
コ
ン
サ
ー
ト

健
康
セ
ミ
ナ
ー

『
う
れ
し
い
！
お
い
し
い
！
減
塩
生
活
』

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

謡
曲
大
会
を
開
催
し
ま
す

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
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や
ま
　
だ
　
き
よ
し
げ



日
時
　
10
月
12
日
㈪
14
時
〜
16
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
世
界
の
飢
餓
の
現
状
、
現
地

報
告
、
中
学
生
・
高
校
生
合
唱
、

男
声
合
唱
団
演
奏
、
募
金
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
・
髙

橋
さ
ん
（
☎
85
３
５
６
２
）

●
展
示
日
時
　
10
月
16
日
㈮
〜
20
日

㈫
10
時
〜
17
時

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内
容
　
国
内
外
の
画
家
や
木
工
作
家

の
作
品
41
点
を
展
示

※

16
日
・
20
日
は
美
術
館
学
芸
員
に

よ
る
作
品
解
説
も
あ
り
ま
す
。

●
美
術
入
門
講
座
開
催
日
時
　
10
月

16
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
88
１
１
２
９
）

日
時
　
10
月
17
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申
し
込
み
　
10
月
15
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
10
月
17
日
㈯
９
時
30
分
〜
12

時
場
所
　
登
別
温
泉

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

　
ル
な
ど

申
し
込
み
　
10
月
１
日
㈭
か
ら
９
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
１
１
１
６
）

10/10､10/24
11/14､11/28
12/12､12/26
1/9､1/23､
2/13､2/27
3/12､3/26

（第２・第４土曜日）

アンデルセンの丘
白菊幼稚園前
桜木団地
かえで公園
幌別西団地

幌別東団地
すずらん公園
旧登別保育所
汐見坂バス停横
登別東町団地前

登別児童館
相原商店前
芙蓉の家
富浦児童館

オロフレ荘前
禅林寺駐車場
サンクス中登別店前
登別東町団地前
登別公民館
桜木広場

11:30～12:00
13:55～14:25
14:30～15:00
15:05～15:25
15:30～16:00

10:40～11:00
11:10～11:40
13:45～14:15
14:25～15:00
15:10～15:50

11:30～12:00
13:55～14:35
14:45～15:15
15:30～16:00

10:25～10:55
11:25～11:55
13:20～13:40
13:55～14:30
14:40～15:10
15:40～16:00

10/14､10/28､
11/11､11/25､12/9
1/13､1/27､
2/10､2/24
3/9､3/23

（第２・第４水曜日）

10/8､10/22､11/12
11/26､12/10､12/24
1/14､1/28､2/25
3/10､3/24

（第２・第４木曜日）

10/9､10/23､
11/13､11/27

12/11､12/25､1/8､1/22
2/12､2/26､3/11､3/25
（第２･第４金曜日）

○図書は１人につき10冊まで借りられます
○借りた図書は、次の巡回日にお返しください
○図書の返却は、図書館・各配本所でも受け付け
　ます
○悪天候の日は、巡回を中止することがあります
○市立図書館の図書も借りられますので、こぐま
　号に備え付けの予約票または電話で市立図書館
　（☎854324）へお申し込みください巡回日のお知らせ　10月～平成28年3月

こぐま号を利用する方へ移動図書館

10/3､10/17
11/7､11/21
12/5､12/19
1/16
2/6､2/20
3/5､3/19

(第1･第3土曜日)

富岸青少年会館
美園町６丁目32 星さん宅前
美園町５丁目東橋横
まいどどーもです前
グループホームあいあい向かい駐車場
いなほ公園
新生団地
特養わかくさ前
コープさっぽろ　しがイースト店
若草町３丁目20 塚田さん宅前
武田商店前
旧伊岐見商店前
楡の木公園
栄町１丁目広場
登別西団地
恵和園
リリー文化幼稚園前
特養わかくさ前
武田商店前
旧伊岐見商店前
あかしや団地
若山の家裏
汐平広場
富浜広場
富浜児童館

10:45～11:45
13:10～13:40
13:50～14:10
14:20～14:50
15:00～15:30
15:40～16:10
10:15～10:45
10:55～11:30
11:40～12:00
13:50～14:20
14:30～15:10
15:20～16:00
10:10～10:40
10:50～11:20
13:45～14:15
14:25～14:55
15:05～15:40
10:10～10:40
10:50～11:20
11:30～12:00
13:10～13:40
13:50～14:30
14:40～15:05
15:15～15:35
15:40～16:00

10/7､10/21
11/4､11/18
12/2､12/16
1/6､1/20､2/3
2/17､3/2､3/16

（第１・第３水曜日）

10/1､10/15
11/5､11/19
12/3､12/17
1/7､1/21､2/4
2/18､3/3､3/17
(第1･第3木曜日)

10/2､10/16､11/6
11/20､12/4､12/18
1/15､2/5､2/19
3/4､3/18

(第1･第3金曜日)

こぐま号
月/日 月/日ステーション名 時　間 ステーション名 時　間

　11月１日㈰10時から18時までは水
泳大会のため、プ
ール・トレーニン
グルームの利用は
できません。

市民プール『らくあ』
　　　全館休館のお知らせ

問い合わせ
　　　市民プール（☎85５５８８）

第
24
回
世
界
食
料
デ
ー
登
別
大
会

男
の
料
理
教
室

秋
の
温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

市
制
施
行
45
周
年
記
念『
ぐ
る
っ
と

美
術
館
２
０
１
５
美
へ
の
い
ざ
な
い
』
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『
申
し
込
み
』

『
問
い
合
わ
せ
』
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

日
時
　
10
月
18
日
㈰
６
時
30
分
〜

集
合
場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

駐
車
場
と
伊
達
市
道
の
駅
駐
車
場

内
容
　
紅
葉
の
ニ
セ
コ
連
峰
・
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
岳
と
チ
セ
ヌ
プ
リ
を
登
山

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
７
千
円
（
バ
ス
代
な
ど
）

持
ち
物
　
夏
山
登
山
標
準
装
備
、
防

寒
着
、
雨
具
、
飲
み
物
、
履
き
な

れ
た
登
山
靴

問
い
合
わ
せ
　
10
月
８
日
㈭
ま
で
に

登
別
山
岳
会
・
藤
木
さ
ん

（
☎
85
５
８
９
７
）

日
時
　
10
月
18
日
㈰
10
時
〜
11
時
30

分
場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
苫
小
牧
市
美
術
博
物
館
主
任

学
芸
員
・
小
玉
愛
子
さ
ん

申
し
込
み
　
10
月
16
日
㈮
ま
で
に
土

木
・
公
園
Ｇ
（
☎
85
４
１
１
５
）

日
時
　
10
月
21
日
㈬
18
時
〜
（
開
場

17
時
30
分
）

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
　
幌
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
会

定
員
　
150
人

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
10
月
６
日
㈫
か
ら
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、

各
支
所
で
配
布
す
る
入
場
整
理
券

を
当
日
持
参

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
２
９

５
８
）

展
示
期
間
　
10
月
22
日
㈭
〜
25
日
㈰

10
時
〜
17
時
（
25
日
は
16
時
ま
で
）

※

25
日
㈰
13
時
か
ら
表
彰
式
、
作
品

講
評
、
茶
話
会
（
参
加
料
500
円
）

を
行
い
ま
す
。

場
所
　
鷲
別
公
民
館

対
象
　
高
校
生
以
上
の
方

作
品
種
別
　
油
彩
・
水
彩
・
日
本

画
・
パ
ス
テ
ル
画
・
工
芸
（
陶

芸
・
葉
彩
画
）

作
品
数
　
１
人
２
点
ま
で

出
品
料
　
１
千
500
円
（
学
生
500
円
）

搬
入
受
け
付
け
　
10
月
19
日
㈪
12
時

　
〜
16
時

※

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
美
術
協
会
・
干

谷
さ
ん
（
☎
88
１
２
４
６
）

日
時
　
10
月
24
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
い

定
員
　
６
人(

申
し
込
み
順)

参
加
料
　
250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申
し
込
み
　
10
月
22
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

期
間
　
10
月
27
日
㈫
13
時
〜
30
日
㈮

12
時

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内
容
　
市
民
会
館
を
中
心
に
活
動
す

る
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
会

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
88
１
１
２
９
）

日
時
　
10
月
24
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

内
容
　
冠
婚
葬
祭
で
使
用
す
る
袱
紗

作
り
に
挑
戦

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
300
円

申
し
込
み
　
10
月
７
日
㈬
か
ら
17
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
１

３
３
９
）

展
示
期
間
　
11
月
９
日
㈪
13
時
〜
12

日
㈭
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
絵
画
、
写

真
、
工
芸
品
、
手
芸
品
な
ど
の
作

品
を
展
示

申
し
込
み
　
10
月
23
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
11
月
８
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

内
容
　
太
い
竹
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ

作
り

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
300
円

申
し
込
み
　
10
月
10
日
㈯
か
ら
30
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

（
☎
88
１
３
３
９
）

こ
　
だ
ま
あ
い
　
こ
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元
気
に
介
護
の
会

市
民
会
館
サ
ー
ク
ル
展

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

『
袱
紗
つ
く
り
』に
参
加
し
ま

せ
ん
か

郷
土
資
料
館
体
験
学
習

『
竹
細
工
』に
参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
作
品
展
に
出
展
し
ま
せ
ん
か

秋
の
市
民
登
山
会

植
物
標
本
制
作
講
習
会

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　オー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

登
別
美
術
協
会
公
募
展 

作
品
募
集

ふ 

く

　さ
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からのお知らせ『のぼりん』市民活動センター

　申し込みは開催日の３日前までとなります。

日時　10月17日
㈯10時～12時
内容　粘土で花
瓶やコップを
作ります
定員　20人（申
し込み順）
参加料　1,000円（粘土・上薬・焼き代）
持ち物　手拭い

日時　10月19日㈪13時30分～15時30分　
内容　楽しく粋な江戸芸踊りを指導します
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装・日本手拭い

日時　10月20日㈫9時～12時
内容　バスで市内を巡り、登別の歴史を学びます
定員　20人（既受講者優先で申し込み順）
持ち物　ノート、筆記用具

日時　10月21日㈬10
時～12時
内容　楷書や行書を
学びます
定員　10人（申し込
み順）

日時　10月23日㈮10時～12時
内容　いろい
ろな葉で色
紙大の絵を
描きます
定員　10人
　（申し込み
順）
参加料
  1,000円（材
料代）

のぼりん文化講座

日時　10月28日㈬19時～
20時30分
内容　エクセルについて
定員　10人（既受講者優
先で申し込み順）

日時　10月27日㈫19時～20時30分
内容　各種アプリの紹介と使い方
定員　10人（既受講者優先で申し込み順）

日時　12月までの第２水曜日20時15分～21時
内容　体幹系・骨盤系エクササイズ
定員　各日15人（申し込み順）

日時　毎週月曜日・金曜日20時30分～21時15分
内容　ヨガ体験　　　
定員　各日10人（申し込み順）
※参加は1人１回までです。

期間　10月1日㈭～4日㈰14時
内容　絵画と陶芸の作品展示
主催　登別美術協会

期間　10月5日㈪12時～11日㈰16時
内容　会員作品展
主催　書道同好会 楽伸会

期間　10月14日㈬～20日㈫
内容　洋服・バッグ・帽子・小物・パッチワーク
　などの作品展示
主催　布に親しむ会

期間　10月28日㈬～30日㈮16時
内容　松・雑木・実もの・草の展示会
主催　手のひらで遊ぶ豆盆栽クラブ

申し込み・問い合わせ☎83６８６６

タブレット教室（全５回のうち第５回）タブレット教室（全５回のうち第５回）

キラキラ講座キラキラ講座

ヨガ教室ヨガ教室

第６回サマーフェスティバル作品展示会第６回サマーフェスティバル作品展示会

第６回書道展第６回書道展

布に親しむ会合同作品展示会布に親しむ会合同作品展示会

豆盆栽・小品盆栽展示会豆盆栽・小品盆栽展示会

陶芸教室（佐藤　彰講師）陶芸教室（佐藤　彰講師）

かっぽれ（櫻川　偲有講師）かっぽれ（櫻川　偲有講師）

登別歴史散歩（みちくさ編）
　　　　全5回中第3回（街道　重昭講師）
登別歴史散歩（みちくさ編）
　　　　全5回中第3回（街道　重昭講師）

初心者書道教室（成田　成峰講師）初心者書道教室（成田　成峰講師）

葉画教室（高野　恵子講師）葉画教室（高野　恵子講師）

パソコン教室（全６回のうち第５回）パソコン教室（全６回のうち第５回）

のぼりん展示コーナー

のぼりんナイトカルチャー

さ　とうさ　とう あきらあきら

さくら がわさくら がわ し　ゆうし　ゆう

なり　 たなり　 た せい  ほうせい  ほう

たか    のたか    の けい　 こけい　 こ

かい  どうかい  どう しげ  あきしげ  あき
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　カムイヌプリから鷲別岳へ縦走登山をします。
日時　10月18日㈰９時～15時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる服装、昼食、帽子など
申し込み　10月15日㈭までにふぉれすと鉱山

　秋の紅葉を眺めながらお茶をいただきます。
日時　10月18日㈰12時30分～14時
定員　30人（当日先着順）
参加料　100円
申し込み　当日、直接会場にお越しください

　毎年恒例の古本市です。
日時　10月18日㈰10時～14時
申し込み　当日、直接会場にお越しください

　紅葉を楽しみながら自然散策を行います。
日時　10月22日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装・靴、飲み物など
申し込み　10月21日㈬までにふぉれすと鉱山

　写真の基本を学んで、紅葉の鉱山を撮影します。
日時　10月24日㈯10時～13時
対象　18歳以上の方
定員　10人
参加料　600円
持ち物　デジタルカメラ、帽子、雨具など
申し込み　10月21日㈬までにふぉれすと鉱山

　ふぉれすと鉱山周辺を散策しながら植物の種の
観察を行います。
日時　10月24日㈯10時～12時
参加料　100円（18歳以上200円）
持ち物　軍手、帽子、昼食、飲み物、野外で活動
できる服装など

申し込み　10月23日㈮までにふぉれすと鉱山

　マウンテンバイクで秋の川又温泉を目指します。
日時　10月25日㈰9時30分～12時30分
対象　18歳以上の方
参加料　600円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、帽子、
軍手、雨具

※詳しくは問い合わせください。
申し込み　10月24日㈯までにふぉれすと鉱山

　羊毛を使ってランチョンマットを作ります。
日時　10月30日㈮10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　6人
参加料　800円
持ち物　動きやすい服装、エプロンなど
申し込み　10月29日㈭までにふぉれすと鉱山

　紅葉を楽しみながらカマンペツ木もれびの森フ
ットパスを歩きます。
日時　10月31日㈯10時～14時
対象　18歳以上の方
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装・靴、昼食、帽子、
飲み物、雨具など

申し込み　10月30日㈮までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

秋のよくばり登山会秋のよくばり登山会

秋の野点秋の野点

森ぶっく古本市森ぶっく古本市

ガイドウォークガイドウォーク

ネイチャーフォトハイクネイチャーフォトハイク

マウンテンバイクマウンテンバイク

里山づくりの日里山づくりの日

紅葉ＭＴＢ紅葉ＭＴＢ

ふんわり講習会ふんわり講習会

森からつながる環境保全森からつながる環境保全
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今月の新着図書今月の新着図書
市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●木製テーブル●津軽塗テーブル●電動マッサージ機●卓球台●漬物石
（直径25㌢㍍）●革靴（黒色・25.5㌢㍍、28㌢㍍）●ダンスシューズ（
23.5㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）●グランドゴルフ用スティック（
ケース付き）●ベビーバス●学習机（木製）●おひな様セット●おひな
様（７段）●おひな様（ガラスケース入り）●幼児用バイオリン●餅つ
き器●冬タイヤ（155／65Ｒ13ホイール付き）●男性用スピードスケート
靴（黒色・26㌢㍍）●洋服たんす●ポータブル電動ミシン●ワープロ●
ワープロ用リボン●エレクトーン●漬物樽（大・木製）●マージャンパ
イ●百人一首●折りたたみ式将棋盤・駒●ホームタンク（90㍑用）●カ
メラ用三脚●プラスチック製屋外用テーブル・パラソル

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●婦人用自転車（24～26㌅）●鉄瓶●白菊幼稚園男子制服●男子低学年
用スキーセット●子ども用自転車（12～14㌅）●天体望遠鏡●餅つき器
（味噌羽根付き一升用）●ジュニアシート●紙折り機械●全自動洗濯機
●電動ミシン（小型）●切手アルバム（収集ケース）●ガスコンロ（Ｌ
Ｐガス用）

スクラップ・アンド・ビルドスクラップ・アンド・ビルド

ピーテル、はないちばへピーテル、はないちばへ

羽田　圭介 著羽田　圭介 著
は　 だ　　　 けい すけは　 だ　　　 けい すけ

ひろ　の　　　　た　 か　 こひろ　の　　　　た　 か　 こ

はた　　　たけ ひ　 こ

あか がわ　　　 じ　ろう

広野　多珂子 文・絵広野　多珂子 文・絵

　「早う死にたか」毎日のように
ぼやく祖父の願いをかなえてあげ
ようと、孫の健斗は、ある計画を
思いつく…。閉塞感の中に可笑し
み漂う、新しい家族小説。

　運河沿いに住む男の子ピーテル
が、初めてボートを漕いで、花市
場に出かけた父さんに忘れ物を届
けに行きます。運河沿いの美しい
景色を絵巻物風に描いた絵本。

学
科
対
抗
の
体
育
祭
を
実
施

の
参
加
者
は
、
各
学
科
に
分
か
れ
、

教
員
や
在
学
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

出
願
直
前
の
た
め
、
学
費
や
入
試
に

つ
い
て
個
別
に
説
明
を
聞
く
参
加
者

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
㈭
か
ら
は
、
願
書
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。
春
に
は
た
く

さ
ん
の
新
入
生
と
出
会
え
る
こ
と
を

教
職
員
一
同
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

日
時

・
10
月
10
日
㈯
・
18
日
㈰
・
31
日
㈯

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で

は
、
９
月
10
日
㈭
、
体
育
祭
を
行
い

ま
し
た
。

　
体
育
祭
で
は
、
毎
年
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
各
学
科
対
抗
の
試
合
を
行
い
ま

す
。

　
普
段
は
体
育
の
授
業
が
な
い
学
科

の
学
生
や
教
員
も
、
健
康
的
に
体
を

動
か
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
９
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
に

は
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験

入
学
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
道
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生

10
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

◇北海道の野鳥 改訂版 北海道新聞社 編
◇アンフェアな国(刑事雪平夏見５) 秦　建日子 著
◇東京零年  赤川　次郎 著

ピーエイチピーけんきゅうじょゆめ しょくぎょう

そう　だ　　　おさむま　じょ　せん　き

◇Zero キャサリン・オートシ 作・絵
◇夢をかなえる職業ガイド PHP研究所 編
◇ぼくらの魔女戦記（1） 宗田　理 作

ゼロ

▲体育祭で熱戦を繰り広げる学生たち

▲『オープンキャンパス＋体験入学』は、
　同校をより深く知るきっかけに

地 域 だ よ り35

地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX

　
町
内
会
同
士
の
交
流
を
深
め
る
た

め
、
南
千
歳
町
内
会
と
ニ
ナ
ル
カ
町

内
会
は
『
合
同
子
ど
も
盆
踊
り
大
会
』

を
行
い
ま
し
た
。

　
約
90
人
の
参
加
者
は
『
北
海
盆
歌
・

子
ど
も
盆
踊
り
』
や
『
鬼
踊
り
』
な

ど
の
曲
に
合
わ
せ
て
軽
快
に
踊
っ
て

い
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
終
了
後
は
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
を
行
い
、
親
子
で
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

南
千
歳
町
内
会

　会
長
　
畠
山
重
信

ニ
ナ
ル
カ
町
内
会

　会
長
　
八
島
年
勝

隣
接
町
内
会
と
合
同
盆
踊
り
大
会

や
　し
ま
と
し
か
つ

は
た
け
や
ま
し
げ
の
ぶ

　
中
央
町
三
丁
目
町
内
会
で
は
、
来

馬
川
の
下
流
で
灯
篭
流
し
を
行
い
ま

し
た
。

　
思
い
思
い
の
願
い
を
込
め
、
言
葉

や
絵
を
描
い
た
灯
篭
は
、
多
く
の
町

内
会
の
会
員
が
川
の
土
手
か
ら
見
守

る
中
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
き
、
水

面
に
は
灯
篭
の
絵
が
映
し
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
灯
篭
流
し
の
終
了
後
は
花
火
大
会

で
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
央
町
三
丁
目
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
及
川
　
富
夫

31
年
続
く
灯
篭
流
し

と
う
ろ
うお

い
か
わ
　
　
と
み
お

　
新
登
津
町
内
会
で
は
、
子
ど
も
の

夏
休
み
に
合
わ
せ
て
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
会
を
３
週
間
行
い
ま
し
た
。

　
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
、

小
学
校
高
学
年
の
児
童
が
前
に
出
て

体
操
指
導
を
す
る
な
ど
、
ほ
ほ
笑
ま

し
い
体
操
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
お
年
寄
り
は
「
朝
の
す

が
す
が
し
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
の

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
元
気
の
源
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
登
津
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
辻
本
　
　
紘

町
内
会
ラ
ジ
オ
体
操
で
地
域
の
和

つ
じ
も
と
　
　
　
　
ひ
ろ
し

　
美
園
南
町
内
会
で
は
、
創
立
30
周

年
記
念
『
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
』
を

行
い
ま
し
た
。

　
十
数
年
ぶ
り
に
『
子
ど
も
み
こ
し
』

が
復
活
し
、
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ

し
ょ
い
」
と
元
気
な
声
が
町
内
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
り
会
場
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
露
店
や
新
鮮
野
菜
の
販
売
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
、

に
ぎ
や
か
な
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

美
園
南
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
岸
　
　
正
治

子
ど
も
み
こ
し
が
復
活
し
ま
し
た

き
し
　
　
　
　
　
ま
さ
は
る
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室蘭市 伊達市白老町

伊達市総合体育館
『体育の日』イベントさかなの港町同窓会

海のイオル体験
交流事業（地引網）

FAX

▼日時　10月10日㈯・17日㈯
　　　　10時～13時

▼会場　白老港第３商港区

▼内容　カムイノミ（伝統儀式）体
験、地引網体験、子どもの遊び体
験、サケの解体体験、伝統食試食
体験

▼定員　各日150人（申し込み順）

▼参加料　100円（保険料・材料費）

▼持ち物　軍手、長靴またはビーチ
サンダル、着替え

▼申し込み　イオル事務所チキサニ
（☎０１４４82６３０１）

『サケのぼう引き』や『サケのつか
みどり』など、秋の味覚を満喫でき
るイベントが盛りだくさん。

▼日時　10月４日㈰９時

▼場所　追直漁港

▼内容　サケのぼう引き、サケのつ
かみどり、ふれあい朝市、港湾業
務艇『みさご』に乗船して沖合人
工島『Ｍランド』の見学など

※天候や漁の状況によって、内容を
一部変更する場合があります。

▼問い合わせ　室蘭市農水産課
（☎㉒１１１８）

『体育の日』を記念して、伊達市総
合体育館・温水プール・トレーニン
グ室の無料開放とだて歴史の杜公園
内の園路を利用したノルディックウ
オーキング教室を開催します。

▼月日　10月12日㈪

▼時間・内容
・９時～17時…施設開放
・10時～12時…ノルディックウオー
　　　　　　　キング

▼問い合わせ　伊達市体育協会（☎
０１４２㉓８６００）、苫小牧ス
コーレ（☎０１４２㉕８３００）

登別市文化協会創立50周年記念・登別市市制施行45周年記念・海老名市との姉妹都市締結記念

三市合同芸能発表会

●日時　10月３日㈯15時30分～17時30分
●場所　市民会館大ホール
●内容　舞踊、詩吟、民謡などの発表会

●日時　10月３日㈯～５日㈪
●場所　市民会館中ホール
●内容　書道、写真、魚拓、短歌、俳句、
　　　　川柳の作品展示

●日時　10月４日㈰10時～12時
●場所　市民会館大ホール
●内容　特別貢献者表彰、記念講演

▼問い合わせ　毎週火・木曜日９時～15時
　登別市文化協会（青少年会館内・☎85８８８６）

白石市・海老名市・登別市

――――三市合同芸能発表会――――

――――三市合同作品展示会――――

――登別市文化協会創立50周年記念式典――

　登別市文化協会では、昭和58年10月に姉妹都市提携の盟約を締結
した宮城県白石市と、ことし５月に姉妹都市提携の盟約を締結した
神奈川県海老名市とともに『三市合同芸能発表会』を開催します。
　皆さんの来場をお待ちしています。


